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序 章 計画策定の背景 

  

１．計画概要と目的 

 

（１）計画名 

白馬村地域公共交通網形成計画 

 

（２）計画目的 

今後の人口減少と高齢化により村内各地域における生活移動手段のサービス確保は喫

緊の課題となっており、地域住民の自立した日常生活及び社会生活の確保、活力ある地域

活動の実現、観光客の利便性向上、地域間の交流の促進並びに交通に係る環境への負荷の

低減を図るための基盤となる公共交通網の形成を推進することが重要となっています。 

こうしたことを踏まえ、白馬村のこれからのまちづくりを考慮し、まちづくりと連携し

た面的な公共交通ネットワークを再構築するとともに、地域の足を維持・確保していくた

めの具体的な方策を検討し、「白馬村地域公共交通網形成計画」として地域公共交通体系

の構築に向けた取り組みを定めるものです。 

 

（３）検討対象範囲 

本計画の検討対象範囲は、白馬村全域とする。 
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 ２．検討内容 

（１）白馬村の都市概況 

人口・世帯状況（推移・分布）、公共公益施設、商業・工業施設の分布、観光施設・観光

資源の分布、道路基盤等の状況等の基礎情報を整理する。 

①人口推移・分布・流動 

②主要施設（公共施設、商業施設、観光施設、医療施設等）の分布 

③道路基盤の状況 

④各交通施設（鉄道・路線バス・シャトルバス・デマンドタクシー）の運行状況・利用状

況 

 

（２）まちづくりの方向 

①上位関連計画 

白馬村地域公共交通総合連携計画について、策定した施策の進捗状況を評価し、実施効

果を分析するとともに、各種上位関連計画（総合計画、都市計画マスタープラン、各種ま

ちづくり計画）等におけるまちづくりの方向、公共交通施策等の考え方について整理・把

握する。 

②他部局との連携 

各種まちづくり（観光、環境、教育、福祉、医療）の地域戦略との一体性を確保し、地

域活性化事業、交通弱者への移動支援等の考え方、観光振興施策等について整理・把握す

る。 

 

（３）移動実態とニーズの把握 

村民及び観光客の移動実態や公共交通に対する要望・ニーズ等を把握するため、アンケ

ート調査を実施する。なお、アンケート調査は、村民アンケート調査と児童生徒アンケー

ト調査及び観光事業者アンケート調査とする。 

■村民アンケート調査概要 

調査対象 ： 村内居住者 

調査方法 ： 郵送による配布・回収 

調査票数 ： 約 2,500 人 

■児童生徒（保育園・幼稚園・小学校・中学校・高校生）アンケート調査概要 

調査対象 ： 村内の園、学校 

調査方法 ： 園、学校に協力要請し直接配布・回収 

調査票数 ： 約 900 人 

■観光事業者アンケート調査概要 

調査対象 ： 観光事業者 

調査方法 ： 宿泊施設に協力要請し宿泊施設で直接配布・回収 

調査票数 ： 約２00～３00 人  
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（４）地域公共交通の問題点・課題 

白馬村の都市概況、上位・関連計画におけるまちづくりの方向、村民の移動状況等から白

馬村における公共交通の問題点・課題を整理する。 

また、将来の都市の空間構成のイメージと現状の公共交通網を比較し、その整合性につい

て精査する。 

 

（５）地域公共交通網形成計画の基本方針 

公共交通の課題を踏まえ、公共交通が担う役割、対象者等を検討し、白馬村における適正

かつ持続可能な公共交通ネットワークを示すとともに、公共交通ネットワーク構築に向けて

の基本方針を示す。 

○まちづくりと連携した公共交通の役割 

○公共交通サービスの方向性 

○計画の区域・目標・期間 

 

（６）地域公共交通に関する事業計画の検討 

白馬村における望ましい公共交通ネットワークの構築に向け、重点的に取り組むべき施策

を示しつつ、交通手段別の運行方法等の展開策を検討する。 

なお、各交通手段の相互の連携を考慮するとともに、公共交通利用促進に向けた対策を含

めた検討を加える。 

≪検討例≫ 

○既存公共交通サービス（路線バス、シャトルバス、デマンドタクシー）の展開方向の

検討 

○利用促進策の検討（モビリティマネジメント） 

 

（７）計画推進に向けた展開 

今後、ＰＤＣＡサイクルに基づき、施策実施後の事業効果を検証するため、モニタリング

の方法や見直すためのルールや各公共交通サービスを保持（提供）していくための一定の基

準を検討する。 

また、計画を推進するための村民、交通事業者、行政等の関係者の役割分担について示す

とともに、重点的に取り組むべき施策について、想定される事業スケジュールを検討する。 

○各公共交通のサービス基準の検討 

○地域公共交通網形成計画の達成状況の評価基準の検討 

○事業スケジュールの検討 

 

（８）地域公共交通網形成計画のまとめ 

基本方針に従い、区域、具体的目標、課題、実施手段、利用促進策などを整理し、まち

づくりとの連携や地域全体を見渡した公共交通ネットワークの再構築を含む地域公共交

通網形成計画を策定する。 

なお、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第５条第２項に基づき、以下の項目
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に沿って整理する。 

○基本的な方針 

○計画の区域 

○計画の目標・期間 

○目標達成に向けた主要施策 

○計画の達成状況の評価に関する事項 

○その他、計画の実施に関し必要と認める事項 

○都市機能の増進に必要な施設の立地の適正化に関する施策との連携その他持続可能

な地域公共交通網の形成に際し配慮すべき事項 

 

 ３．計画の位置づけ 

 本計画は、国の活性化再生法の改正により、国が策定する基本方針に基づくとともに、上位

計画である「白馬村第５次総合振興計画」（平成 28 年）に即したものです。また、過年度策

定された「総合連携計画」を基礎にその後の計画の進捗状況、社会情勢の変化、村民ニーズの

変化等を踏まえながら、総合戦略との連携を図り、持続可能な公共交通ネットワークのあり方、

地域住民や関係機関の役割分担等を示すものです。 

 さらに、他関係各課との連携を図り、各種まちづくりの地域戦略との一体性を確保し、まち

のにぎわいの創出や健康増進、人の交流の活発化、地域住民の移動手段の確保、コンパクトシ

ティの実現に取り組んでいくものです。 
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■本計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
  
  
  
  
  

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

      

      

      

      

      

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 

（平成 26 年 5 月 2１日改正） 

■地域公共交通の活性化及び再生の促進に関する基本方針 

 ①まちづくり、観光振興等の地域戦略との一体性の確保 

 ②地域全体を見渡した総合的な公共交通ネットワークの形成 

 ③地域特性に応じた多様な交通サービスの組合せ 

 ④住民の協力を含む関係者の連携 

 ⑤広域性の確保 

 ⑥具体的で可能な限り数値化した目標 

白
馬
村
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
（
平
成

年
３
月
） 

■上位計画 

 「白馬村第５次総合振興計画」 

   (平成 28 年 12 月) 

■関連計画 

「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」(長野県) 

「白馬村人口ビジョン」 

「白馬村総合戦略まち・ひと・しごと創生」（H27.12） 

「白馬村のまちづくりマスタープラン」 

「白馬村高齢者福祉計画」 

「白馬村子ども子育て支援事業計画」等 

■既存計画の検証 

 ・連携計画の事業プログラムの検証 

■既存計画の継続性 

 ・網形成計画に必要な項目・内容の確認 

【白馬村地域公共交通網形成計画】 

     □基本的な方針 

     □計画の区域、目標・期間 

     □目標達成に向けた主要施策 

     □計画の達成状況の評価に関する事項 

     □その他配慮すべき事項 
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第１章 白馬村の都市概況 

 １．地勢・気象 

 （１）地勢 

 白馬村は、長野県の北西部に位置し、南北 16.8km、東西 15.7km の盆地であり、南は大

町市と、西は北アルプス白馬連峰で富山県に境を接し、北は小谷村、東は大町市美麻、長野市

鬼無里に隣接し、標高 700ｍの高地に位置しています。 

 地域の中央部を南北にフォッサマグナが走っており、この大断層地帯に白馬連峰から流れ出

す河川によって扇状地が形成されています。 

 この中央部を一級河川姫川が南北に縦断し、生活エリアである姫川沿いの盆地を中心に、西

側に 5 つのスキー場等の観光施設と宿泊施設が点在し、東側は主に中山間地の集落が点在して

います。西側白馬連峰一帯は、急峻な山岳美をみせ登山・ハイキング・スキー場等観光資源と

なっています。 

 地目別では、山林原野、山岳河川の割合が 96.7％を占めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：地理院地図 

図 1.1.1 白馬村の位置 

  

富
山
県 

小谷村 
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山林, 69.0
原野, 4.6

沼地, 0.0

雑種地, 0.5

その他（山岳、

河川）, 23.1

地目別面積の内訳

(H28.1.1)村勢要覧
単位：％

新潟県 
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（２）気象 

 白馬村は全体的に冷涼な気候であり、全域が特別豪雪地帯に指定されています。 

 白馬村の年間降水量は 1,800～2,200 ㎜で、これは背後に 3,000ｍ級の北アルプスがある

ため気象の変化が起きやすいのと、冬の降雪が原因といわれています。 

 年平均気温は 10℃前後ですが、冬の 1～2 月は-20℃に近づく日もあります。 

 夏は 30℃を超える日もありますが、寒暖の差が激しく年間を通じて晴天が少ないため、日

照時間も短い傾向にあります。 

 積雪量は 2 月が最も多く、市街地の最深積雪は 1ｍを超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：白馬村村勢要覧統計資料 2016 

図 1.1.2 月別気温、降水量と最深積雪 
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 ２．人口動向 

 （１）総人口の推移 

 白馬村の総人口は、2005 年を境に減少傾向にありますが、世帯数は横ばい傾向にあり核家

族化が進んでいます。特に 2015 年には高齢化率が 20 年前の約 2 倍、29.4％を占めており、

高齢者の単身世帯も 2015 年には 278 世帯と全世帯の 8％を占めています。 

 一方、15 歳未満人口は減少が続いており、2015 年には 1,064 人全体の 12％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 

図 1.2.1 総人口、世帯数と高齢化率の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：国勢調査 

図 1.2.2 高齢者単身世帯数の推移      図１.2.3 15 歳未満人口の推移 
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 （２）年齢別人口の推移 

 白馬村の年齢別人口は次のように推移しています。 

 ①年少人口 

総人口の減少ペースは比較的緩やかと推計していますが、年少人口の減少スピードは県平均

より速いことから、高齢化率の上昇圧力が比較的強いことが予想されます。 

 ②生産年齢人口 

 総人口のグラフと、ほぼ同じ曲線を描き推移し、2000 年の 6,184 人をピークに減少局面

を迎えています。 

 ③老年人口 

 全国有数の観光資源を有し知名度の高い本村は、域外からの移住人口に支えられ、2040 年

までは上昇ペースが続いていますが、総人口が減少していることを踏まえれば、高齢化率が加

速度的に上昇することが危惧されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年少人口の減少率 

2000 年～2040 年の伸び率 

 (H12)    (H52) 

 白馬村 

 1,544 人→569 人(-63%) 

 長野県 

 334 千人→174 千人(-48%) 

 

 

 

出典：白馬村総合戦略（平成 27 年 12 月） 

   長野県資料 

図 1.2.4 年齢 3 区分別人口の推移 

  

白馬村 

長野県 
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 （３）人口の分布とその増減 

 【人口】 

  人口の分布をみると、ＪＲ大糸線沿線、特に白馬駅西側に広がっています。 

  特に人口の多いのは、ＪＲ大糸線沿いの神城駅を中心とした飯田区で 1,000 人を超えて

います。次に多いのは白馬駅や飯森駅周辺の白馬町区、みそら野区、飯森区などの 5 区です。

北東の 4 区は 50 人未満で、周辺の 6 区では 100 人未満の地区がみられます。 

 【世帯数】 

  ＪＲ大糸線沿いの地区には、100 世帯以上の地区が分布していますが、周辺部では 50

世帯未満や青鬼区、立の間区のように 10 世帯未満の地区があります。 

 【人口増加率】 

  過去 10 年間の人口増加率をみると、増加している地区は飯森区、みそら野区など 5 区で

す。特に減少が著しいのは、三日市場区、堀之内区の 2 区であり、50％を超えています。 

 【65 歳以上割合】 

  65 歳以上の高齢者の割合が高い地区は、青鬼区の 100％、内山区、通区など 5 区で 40％

を超えています。 

 

 （４）外国人住民数と割合の変化 

 村内の外国人は、平成 28 年から急増して平成 29 年に 574 人、全村民の 6％を超えてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：白馬村住民課資料 

図 1.2.5 外国人住民数及び割合の推移 
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      ■人口総数の分布              ■65 歳以上人口の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 27 年国勢調査 

図 1.2.6 250ｍメッシュデータによる人口の分布 
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図 1.2.7 行政区別人口          図 1.2.8 行政区別世帯数 

  

50人未満

50～100

100～500

500～1,000

1,000人以上

凡　　例

10世帯未満

10～50

50～100

100～200

200世帯以上

凡　　例

人口 世帯数 

人口 H17 H27
内山 60 59
佐野 393 381
沢渡 329 307
三日市場 135 61
堀之内 263 108
飯田 1,068 1,054
飯森 656 814
めいてつ ― ―
深空 543 555
みそら野 794 904
エコーランド 355 367
瑞穂 246 215
八方口 503 415
白馬町 943 888
八方 605 481
山麓 69 50
和田野 247 189
大出 438 377
蕨平 78 78
嶺方 95 74
どんぐり 115 113
新田 425 391
森上 318 311
塩島 253 252
切久保 167 149
落倉 267 237
通 31 27
立の間 14 9
野平 65 46
青鬼 25 26
白馬村 9,500 8,938
北城 6,596 6,154
神城 2,904 2,784
注)立の間はH27.4.1（国勢調査不明）
出典：国勢調査

世帯数 H17 H27
内山 25 23
佐野 122 128
沢渡 112 105
三日市場 41 24
堀之内 90 38
飯田 350 323
飯森 220 305
めいてつ ― ―
深空 217 251
みそら野 304 351
エコーランド 152 145
瑞穂 91 89
八方口 205 190
白馬町 374 370
八方 283 197
山麓 21 15
和田野 111 87
大出 172 160
蕨平 29 32
嶺方 38 30
どんぐり 46 56
新田 127 138
森上 114 126
塩島 85 100
切久保 57 56
落倉 107 97
通 10 13
立の間 6 5
野平 23 19
青鬼 10 9
白馬村 3,542 3,482
北城 2,582 2,536
神城 960 946
注)立の間はH27.4.1（国勢調査不明）
出典：国勢調査
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図 1.2.9 行政区別人口増加率      図 1.2.10 行政区別 65 歳以上比率

-50%以下

-50～-25％

-25～-10％

-10～0％

0％以上

凡　　例

50％以上

40～50％

30～40％

20～30％

20％未満

凡　　例

人口増加率 65歳以上

割合 

人口 H17 H27 増減率
内山 60 59 -1.7
佐野 393 381 -3.1
沢渡 329 307 -6.7
三日市場 135 61 -54.8
堀之内 263 108 -58.9
飯田 1,068 1,054 -1.3
飯森 656 814 24.1
めいてつ ― ― ―
深空 543 555 2.2
みそら野 794 904 13.9
エコーランド 355 367 3.4
瑞穂 246 215 -12.6
八方口 503 415 -17.5
白馬町 943 888 -5.8
八方 605 481 -20.5
山麓 69 50 -27.5
和田野 247 189 -23.5
大出 438 377 -13.9
蕨平 78 78 0.0
嶺方 95 74 -22.1
どんぐり 115 113 -1.7
新田 425 391 -8.0
森上 318 311 -2.2
塩島 253 252 -0.4
切久保 167 149 -10.8
落倉 267 237 -11.2
通 31 27 -12.9
立の間 14 9 -35.7
野平 65 46 -29.2
青鬼 25 26 4.0
白馬村 9,500 8,938 -5.9
北城 6,596 6,154 -6.7
神城 2,904 2,784 -4.1
注)立の間はH27.4.1（国勢調査不明）
出典：国勢調査

65歳以上比率 H27 65歳以上 比率
内山 59 29 49.2
佐野 381 141 37.0
沢渡 307 97 31.6
三日市場 61 25 41.0
堀之内 108 37 34.3
飯田 1,054 424 40.2
飯森 814 259 31.8
めいてつ ― ― ―
深空 555 140 25.2
みそら野 904 187 20.7
エコーランド 367 78 21.3
瑞穂 215 27 12.6
八方口 415 104 25.1
白馬町 888 260 29.3
八方 481 125 26.0
山麓 50 18 36.0
和田野 189 54 28.6
大出 377 95 25.2
蕨平 78 22 28.2
嶺方 74 28 37.8
どんぐり 113 47 41.6
新田 391 98 25.1
森上 311 80 25.7
塩島 252 76 30.2
切久保 149 50 33.6
落倉 237 72 30.4
通 27 13 48.1
立の間 9 0.0
野平 46 13 28.3
青鬼 26 26 100.0
白馬村 8,938 2,625 29.4
北城 6,154 1,613 26.2
神城 2,784 1,012 36.4
注)立の間は国勢調査年齢別不明
出典：国勢調査
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 （５）産業別人口の推移 

 産業別人口の推移をみると、就業者人口は 2000 年を境に減少傾向にあります。 

 産業別にみると、第 1 次産業の割合が 1975 年から 1980 年にかけて半減し、それ以降減

少が続き、1995 年以降は 10％を下回っています。第 2 次産業についても 1980 年以降減

少傾向にありますが、2005 年以降 15％前後で推移しています。 

 観光を中心とした第 3 次産業は、1980 年から 50％を超え、2015 年には約 80％を占め

ています。 

 産業大分類別でみると最も多い業種は「宿泊業、飲食サービス業」になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 

図 1.2.11 産業別人口の推移と最新の産業分類別人口 
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複合サービス事業

不動産業，物品賃貸業

学術研究，専門・技術サービス業

電気・ガス・熱供給・水道業

金融業，保険業

情報通信業

鉱業，採石業，砂利採取業

2015年

n=4,765人

（人）
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1,000
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1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

第1次産業 第2次産業 第3次産業
（人）

3,871 4,059
4,612 4,755

5,260
5,400 5,277

4,845 4,765

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015年
第1次産業 41.2 20.9 17.0 12.3 8.6 7.7 9.2 6.4 5.9
第2次産業 17.0 20.6 18.6 18.8 19.0 19.3 15.4 14.9 14.4
第3次産業 41.8 58.5 64.4 68.9 72.4 73.0 75.4 78.7 79.7
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
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 （６）人の動き 

  １）通勤・通学 

 白馬村常住者の通勤先は白馬村内が 81.6％と大半を占め、村外では大町市、小谷村など JR

大糸線沿線が多くなっています。 

 白馬村への就業者についても大町市や小谷村が多いが、長野市やその他県内、県外からの流

動もみられます。 

 白馬村常住者の通学先は白馬村内が 43.6％であり、村外では大町市、長野市、松本市、 

などが多くなっています。 

 過去 10 年間の移動先の推移をみると、通勤者は村内が大半を占める傾向は変わっていませ

ん。 

 通学者では、大町市への流出が減って長野市や松本市への流出が増加しているのと大町市か

らの流入が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査（平成 27 年） 

  ※就学者、通学者ともに 15 歳以上 

図 1.2.12 通勤・通学流動 

 

  

白馬村内就業者
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出典：国勢調査 

図 1.2.13 通勤・通学流動の推移 
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２）買物 

 長野県商圏調査によると、買い物場所で食料品・日用品は村内の割合が 90％近いですが、

文化品・贈答品・衣料品等は長野市の割合が高くなっています。 

 また、飲食料品や日用品以外では通販等の無店舗販売も目立っています。 

 買物する店の種類は、食料品では大規模スーパーが 65％を占めていますが、それ以外では

専門スーパーが半分近くを占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県商圏調査報告書（平成 27 年度）長野県産業労働部 

図 1.2.14 品目別の買物場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県商圏調査報告書（平成 27 年度）長野県産業労働部 

図 1.2.15 買物する店の種類 

13.5 

10.0 

27.9 

14.7 

16.7 

16.1 

5.4 

15.0 

3.5 

29.4 

17.6 

10.4 

25.7 

7.5 

9.3 

64.7 

29.5 

16.7 

22.9 

50.0 

50.0 

58.1 

5.9 

38.2 

33.3 

45.0 

5.4 

17.5 

1.2 

33.3 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

衣料品

身の回り品

文化品

飲食料品

日用品

贈答品

合計

買物する店の種類

一般小売店 中小スーパー 大規模スーパー 専門スーパー デパート

2.1 

19.7 

2.6 

88.1 

85.7 

15.8 

24.7 

38.1 

29.5 

48.7 

2.4 

2.4 

47.4 

32.4 

26.8 

11.5 

27.0 

7.1 

11.9 

10.5 

19.7 

12.4 

13.1 

1.8 

5.8 

1.0 

1.6 

2.6 

1.3 

2.4 

0.3 

4.2 

1.7 

2.5 

2.3 

7.2 

9.8 

0.9 

3.7 

8.2 

13.1 

13.9 

26.3 

9.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

衣料品

身の回り品

文化品

飲食料品

日用品

贈答品

合計

買物場所

村内 長野市 大町市 安曇野市 松本市 池田町 その他県内 県外 無店舗販売



18 

 （７）人口の将来展望 

 白馬村の人口は、1960 年から 1970 年にかけて減少が見られましたが、1970 年以降増

加しています。その後、2005 年の 9,500 人をピークに減少が始まり、2050 年には 1970

年の水準まで落ち込むことが予想され、2060 年には現在より約 4 割減少し、5,295 人と推

計されています。 

 将来にわたってコミュニティとしての白馬村を存続させていくためには、あらゆる施策を展

開して人口の増加を目指す必要があり、特に社会に活力をもたらすための生産年齢人口層を厚

くする施策として村では、若者にターゲットを絞った移住・定住につながる施策を積極的に展

開することにより、将来的に生産年齢人口層を厚くすることを目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：白馬村総合戦略（平成 27 年 12 月）  

図 1.2.16 人口の将来展望 
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 ３．主要施設の立地状況 

 各施設ともに、国道 148 号の沿線に立地しており、特にＪＲ大糸線白馬駅、神城駅周辺と

白馬駅～飯森駅間に集中しています。 

 【公共施設】 

  村役場や図書館、文化施設などは白馬駅周辺の徒歩圏に立地しています。 

 【教育施設等】 

  村立白馬南小学校を除き、高校、中学校、北小学校、幼稚園、保育園などすべてが白馬駅

周辺に集中しています。 

 【医療機関】 

  村内には規模の大きな総合病院はなく、白馬駅、飯森駅、神城駅の周辺に病院や医院が点

在しています。近隣の総合病院は、大町市の市立大町総合病院（白馬駅から 25ｋｍ）、池田

町の北アルプス医療センターあずみ病院（白馬駅から 35ｋｍ）があります。 

 【金融機関等】 

  郵便局、銀行などは白馬駅と神城駅周辺に立地しています。 

 【商業施設等】 

  比較的規模の大きな商業施設（ショッピングセンター）は、自動車の利用の便が良い国道

148 号沿線に立地しています。また、コンビニエンスストアも国道 148 号と県道白馬岳線

の沿線に立地しています。 

  なお、スキー場を中心とした観光地周辺には、観光客を対象とした宿泊施設や飲食店等が

立地していますが、村民の生活関連用品を扱う店舗は、前述した比較的規模の大きな商業施

設に限られています。 
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図 1.3.1 主要施設の位置 

❶ 白馬村役場
❷ 白馬村図書館
❸ ウイング２１
❹ 神城多目的集会施設
❺ B＆G白馬海洋ｾﾝﾀｰﾌﾟｰﾙ
❻ B＆G体育館
❼ 白馬ｸﾞﾘｰﾝｽﾎﾟｰﾂの森

公共施設

❶ 県立白馬高等学校
❷ 村立白馬中学校
❸ 村立白馬北小学校
❹ 村立白馬南小学校
❺ 白馬幼稚園
❻ 白馬村しろうま保育園

教育施設等

❶ デリシア白馬店
❷ Aｺｰﾌﾟﾊﾟﾋﾟｱ白馬店
❸ ザビック白馬店
❹ グルメシティパル
❺ ｺﾒﾘﾊｰﾄﾞ＆ｸﾞﾘｰﾝ白馬店
❻ ｱﾒﾘｶﾝﾄﾞﾗｯｸ白馬店
❼ 道の駅白馬
❽ ローソン白馬神城店
❾ ローソン信州白馬八方店
❿ ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ白馬岩岳店
⓫ ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ白馬みそら野店
⓬ ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ白馬神城店

商業施設等

❶ 横沢医院

❷ 栗田医院

❸ 公済堂（北沢）医院

❹ 白馬診療所

❺ 神城醫院（白馬メディア）

❻ しんたにクリニック

医療機関

❶ 白馬郵便局
❷ 神城郵便局
❸ 長野銀行白馬支店
❹ 八十二銀行白馬支店
❺ 松本信用金庫白馬支店
❻ ＪＡ大北白馬支所
❼ ＪＡ大北神城支所

金融機関等
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 ４．道路基盤の状況 

 本村の道路網は、中央を国道 148 号が縦断し、白馬駅北側から東側に国道 406 号が、飯

森駅北側から南東に主要地方道白馬美麻線が、白馬駅西口から西へ一般県道白馬岳線が、信濃

森上駅東側から北に一般県道千国北城線が分岐しています。 

 【国道 148 号】 

  広域的な南北軸として機能し、国道 147 号と合わせて北の北陸自動車道糸魚川ＩＣと南

の長野自動車道安曇野ＩＣを結んでいます。村内ではＪＲ大糸線に沿って並行しています。

古く塩を運んだ千国街道であったことから塩の道と呼ばれています。 

  交通量は、村内中央部で 1.3 万台/日と多く混雑度も 1.0 を超えますが、その前後は 1 万

台前後に減少しています。北に行くほど大型車混入率が高くなっています。 

 【国道 406 号】 

  大町市から白馬駅北側まで国道 148 号と重複し、分岐して小川村を経由して長野市を結

んでいます。未改良区間が多いため、交通量も千台程度と少なくなっています。 

 【（主）白馬美麻線】 

  長野オリンピック開催時に長野駅と白馬会場を連絡する路線として整備されたため、国道

406 号よりも利用されており、オリンピック道路と呼ばれています。 

  交通量は 6 千台を超え、大型車混入率も約 19％と高くなっています。 

 【（一）白馬岳線】 

  白馬駅から白馬岳山頂を結ぶ県道で、途中の猿倉から先は登山道となっています。 

  沿線に白馬八方尾根スキー場もあり、交通量は約 5 千台と多くなっています。 

  なお、当該路線は 12 月から 4 月まで一部冬期通行止め（冬季閉鎖）となっています。 

 【（一）千国北城線】 

  白馬村と小谷村を結ぶ県道であり、沿線に白馬岩岳スキー場や栂池高原スキー場があり、

観光客の利用が多くなっています。通常時の交通量は 2 千台程度です。 
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出典：平成 27 年度道路交通センサス 

 

 

図 1.4.1 村内の主要道路の交通状況 

交通量（台/12時間） 7,069
交通量（台/24時間） 9,119
大型車混入率（％） 21.6
混雑度 0.78

交通量（台/12時間） 9,944
交通量（台/24時間） 13,027
大型車混入率（％） 19.2
混雑度 1.08

交通量（台/12時間） 8,417
交通量（台/24時間） 10,942
大型車混入率（％） 13.3
混雑度 0.93

交通量（台/12時間） 991
交通量（台/24時間） 1,179
大型車混入率（％） 3.1
混雑度 0.14

交通量（台/12時間） 5,273
交通量（台/24時間） 6,749
大型車混入率（％） 18.6
混雑度 0.55

交通量（台/12時間） 3,767
交通量（台/24時間） 4,746
大型車混入率（％） 7.1
混雑度 0.62

交通量（台/12時間） 1,890
交通量（台/24時間） 2,268
大型車混入率（％） 9.6
混雑度 0.27
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 ５．観光動向 

 （１）主要観光エリアと観光資源 

 白馬村は、山岳の地形やパウダースノーといった地域資源を生かし、登山や冬期のスキーを

中心としたスポーツツーリズムが発展してきました。 

 村内は概ね 8 つの観光エリアに分かれ、5 個所のスキー場や隣接する栂池高原も含めた高原

に立地するアウトドア施設を中心に白馬山麓に広がる山岳リゾート地域となっています。 

 エリアごとに宿泊施設や飲食店が比較的多いのは、リゾートホテルが多く立地する八方尾

根・和田野エリア、飲食店や商店・土産物店が多く立地する白馬町・八方口エリア、ペンショ

ンや飲食店が多く集まるエコーランド・みそら野・瑞穂エリアなどです。 

 冬期はスキー場が中心となりますが、その他の季節は登山やハイキング、アクティビティを

中心としたアウトドアスポーツが観光の中心となっており、汗をかいたあとの日帰り温泉も各

エリアに点在しています。 

 白馬村観光局の加盟宿泊施設は、平成 27 年時点で 304 軒、収容人数約 1.5 万人ですが平

成 25 年以降横ばい傾向にあります。平成 28 年現在の宿泊施設の種別ではペンションが 118

軒で最も多く、ホテル・旅館・民宿が約 50 軒ずつ営業しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           注）平成 28 年 4 月 1 日現在 

出典：白馬村観光局 

図 1.5.1 白馬村観光局加盟宿泊施設の概要  
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表 1.5.1 白馬村のエリア別観光概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

落倉エリア

白馬岩岳

エリア

大出・蕨平

みねかた

エリア

白馬町

八方口

エリア

八方尾根

和田野

エリア

ｴｺｰﾗﾝﾄﾞ

みそら野

瑞穂

エリア白馬五竜

Hakuba47

エリア

さのさか

エリア

ホテル 旅館
ﾍﾟﾝｼｮﾝ

等
合計

落倉 4 0 16 20 0
・落倉自然園
・古民家の湯

白馬岩岳 4 6 27 37 3

・白馬岩岳スキー場
・白馬岩岳マウンテンリゾート
・白馬アルプスオートキャンプ場
・白馬岩岳MTB PARK
・岩岳の湯、倉下の湯

大出・蕨平・
みねかた

1 0 4 5 1
・白馬フィールドスポーツジム
・天神の湯

白馬町・八方
口

3 2 11 16 12
・白馬・山とスキーの総合資料館
・白馬宮島工芸館
・みみずくの湯

八方尾根・和
田野

34 13 21 68 5

・八方池
・八方尾根自然研究路
・白馬八方尾根スキー場
・八方うさぎ平
・北尾根高原
・白馬ジャンプ競技場
・菊池哲男山岳フォトアートギャラリー
・おびなたの湯、郷の湯、八方の湯

エコーラン
ド・みそら
野・瑞穂

18 4 60 82 11

・白馬グリーンスポーツの森
・白馬三枝美術館
・白馬美術館
・ギャラリー夢民
・アートカフェ森と人

白馬五竜・
Hakuba47

10 4 35 49 5

・白馬五竜スキー場
・Hakuba47マウンテンスポーツパーク
・白馬高山植物園
・十郎の湯、竜神の湯

さのさか 0 3 16 19 1
・さのさかスキー場
・姫川源流自然探勝園

合計 74 32 190 296 38

宿泊施設

出典：白馬町観光局HP
注）施設数は白馬村観光局会員施設のみ

エリア名 主要観光資源飲食店
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（２）観光入込客数 

 白馬村の観光入込客数は平成 20 年の年間 250 万人を最高にそれ以降横ばい傾向を続けて

います。主な観光目的は、一般的な観光旅行とスキーに大別されていますが、どちらも同じよ

うな割合で推移しています。 

 白馬村の過去 5 年間の観光客数の月変動をみると、8 月に大きなピークがみられるのが特徴

的でその他の月では、12 月から 3 月にかけてのスキーシーズンが多くなっています。 

 観光客の 61.7％が県外からの観光客で、宿泊者の割合は 74.4％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：白馬村観光局 

図 1.5.2 目的別観光客数の推移  

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

登山 スキー 一般観光旅行
（人/年）

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

登山 37,700 33,500 33,700 34,300 41,300 40,000 35,100 38,300 30,700 35,400

スキー 1,175,966 997,135 953,274 941,039 979,073 1,029,849 1,005,196 994,017 883,752 976,402

一般観光旅行 1,323,334 1,225,665 1,179,526 1,300,961 1,378,227 1,365,681 1,205,304 1,276,983 1,135,552 1,170,198

合計 2,537,000 2,256,300 2,166,500 2,276,300 2,398,600 2,435,530 2,245,600 2,309,300 2,050,004 2,182,000
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出典：白馬村観光局 

図 1.5.3 白馬村観光入込数の月変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 28 年長野県観光地利用者統計調査結果 

図 1.5.4 観光入込客の県内・県外割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 28 年長野県観光地利用者統計調査結果 

図 1.5.5 観光入込客の日帰り・宿泊割合 
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（３）外国人旅行者の実態 

 外国人旅行者は平成 19 年から 4 万人を超え、東日本大震災の翌年（平成 24 年）に一旦減

少したものの、平成 25 年以降全国的なインバウンド旅行者の増加に合わせるように急増し、

平成 28 年には 10 万人を超えています。 

 白馬村の外国人旅行者の増加は、冬場に時差なくスキーが楽しめ、北海道のニセコと同様に

雪質が優れていることから、特にオセアニア地域からの旅行者が大きく影響しており、平成

25 年以降全外国人旅行者の 50％を超える割合になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：各年長野県外国人延宿泊者数調査 

図 1.5.6 外国人観光宿泊者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：各年長野県外国人延宿泊者数調査 

図 1.5.7 外国人観光客の地域別割合の推移  
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 長野県内で外国人宿泊者数が多い市町村と白馬村を比較すると、外国人に人気のあるスキー

場を抱える白馬村と野沢温泉村では、オセアニア地域からの割合が高くなっています。 

 しかし、月別に変動をみると、野沢温泉村では外国人の多い冬期が多くなっていますが、白

馬村では冬期の観光客数を押し上げているものの、8 月の方が観光客自体は多くなっており、

通年外国人旅行者が増加しているまでには至っていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 28 年長野県外国人延宿泊者数調査 

図 1.5.8 長野県内の外国人延宿泊者数上位 5 市町村の地域別内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 28 年長野県観光地利用者数調査 

図 1.5.9 長野県内の外国人延宿泊者数上位 5 市町村の総観光客数の月変動 
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 ６．各公共交通の概況 

 （１）現況の公共交通網 

 白馬村の公共交通は以下に示すとおりであり、ＪＲ大糸線を軸として、路線バス等の各種バ

ス、地域内移動を支援するデマンド型タクシーが運行しています。白馬村の現況公共交通は、

次のとおりです。 

表 1.6.1 白馬村の公共交通一覧 

 交通機関 運行概要 等 事業者 

① 鉄道 ＪＲ大糸線 

南神城駅、神城駅、飯森駅、白馬駅、

信濃森上駅 ※下線は特急停車駅 

東日本旅客鉄道(株) 

② 路線バス 八方線（白馬駅～八方） アルピコ交通(株) 

猿倉線（白馬駅～猿倉） ※冬期運

休 

アルピコ交通(株) 

栂池線（白馬駅～栂池高原～白馬乗

鞍） 

※村内は白馬駅～落倉まで 

アルピコ交通(株) 

③ その他のバス アルペンライナー（扇沢～白馬乗鞍） アルピコ交通(株) 

高速バス（白馬～新宿線） アルピコ交通(株) 

（京王バス） 

特急バス（長野～白馬） アルピコ交通(株) 

ナイトシャトルバス 

冬期間運行（12 月末～3 月初） 

白馬村観光局 

④ 施設送迎バス 観光事業者運行サービス Hakuba Valley バス 

索道事業者運行バス 

花三昧バス 

⑤ タクシー 配車：大町市、白馬村、小谷村 

   池田町、松川村、松本空港 

アルプス第一交通 

配車：大町市、白馬村、小谷村 アルピコタクシー 

配車：白馬村内 白馬観光タクシー 

⑥ デマンド型乗合タク

シー 

北方面行き 

南方面行き 

白馬村 

⑦ 遠距離保育園児送迎 平成 30 年 3 月廃止 白馬村 
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図 1.6.1 現況の主要公共交通網図 
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 （２）鉄道 

 ＪＲ大糸線は、松本市の松本駅から新潟県糸魚川駅を結ぶ鉄道であり、南小谷駅以南はＪＲ

東日本、以北はＪＲ西日本の管轄です。全線単線ですが、中央本線を経由して新宿、名古屋か

ら特急が白馬駅又は南小谷駅まで直通運転されています。 

 なお、名古屋から特急が出るのは、運転日指定の運行です。 

 1 日平均の乗車人数は、白馬駅が 316 人で最も多く、神城駅が 58 人で続いています。 

 白馬駅、神城駅以外は無人駅であり、白馬駅以外の乗車人数は 20 人～60 人程度と非常に

少なくなっています。 

 白馬駅、神城駅の過去の乗車人数の推移をみると、平成 17 年で半減しています。 

 なお、白馬駅の運行本数は、上下合わせて 26 本で、運転日指定が 2 本含まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県統計書（全駅揃った最新の資料） 

図 1.6.2 村内各駅の乗車人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県統計書、ＪＲ東日本ＨＰ 

図 1.6.3 白馬駅、神城駅の乗車人数の推移 
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表 1.6.2(1) 各駅の状況 

信濃森上駅 

《1 日乗車人数》25 人（平成 23 年） 《運行本数》上り 11 本、下り 10 本 

《特徴》・トイレと簡易な待合室が設置され、隣接地に簡易郵便局がある無人駅 

    ・夜間上り信濃大町駅行き快速が停車、上り松本駅行き直通が昼間 1 本停車 

《課題》・北側国道沿いに岩岳新田バス停があり、路線バス栂池線、特急長野白馬線が利

用できるが駅から 500ｍ離れ、案内も無い。 

    ・白馬岩岳方面の玄関口に立地するが、駅がその機能を果たしていない。 

  ■駅舎と駅前広場            ■待合室 

 

 

 

 

 

 

 

 

白馬駅 

《1 日乗車人数》300 人（平成 29 年） 《運行本数》上り 14 本、下り 12 本 

《特徴》・白馬村の玄関口となる駅で、東京や名古屋方面の特急電車が停車する。 

    ・村内の主要バス路線の結節点ともなっており、タクシーも常駐している。 

    ・構内に足湯があり、広場に隣接して観光案内所や飲食店、土産物店もある。 

《課題》・外国人利用者も多く見込まれるが、乗換えや利用方法に対する具体的な案内標

示や外国語による標示が少なくわかりにくい。 

    ・特急電車の本数が少なく、待合スペースも不足している。 

    ・駅と二次交通、周辺観光施設の関連性が整理されていないのでわかりにくい。 

  ■駅舎と駅前広場            ■構内の足湯 

 

 

 

 

 

 

 

 



33 

表 1.6.2(2) 各駅の状況 

飯森駅 

《1 日乗車人数》20 人（平成 23 年） 《運行本数》上り 10 本、下り 10 本 

《特徴》・トイレと簡易な待合室が設置された無人駅 

    ・上り松本駅行き直通が昼間 1 本停車 

《課題》・白馬五竜スキー場、HAKUBA47 の案内板があるが、そこまでの二次交通が

ない。アクセス道路もわかりにくい。 

    ・駅前の広場が未舗装であり、近隣住民の利用が主と考えられる。 

  ■駅舎                 ■待合室 

 

 

 

 

 

 

 

 

神城駅 

《1 日乗車人数》37 人（平成 29 年） 《運行本数》上り 12 本、下り 12 本 

《特徴》・白馬五竜 47 観光協会やミニギャラリーが併設している。 

    ・白馬五竜方面への玄関口であり、臨時便であるが、名古屋方面の上下特急、新

宿方面からの夜行快速が停車する。 

    ・エスカルプラザへの無料シャトルバスが運行している。 

《課題》・案内板やガイドマップはあるが、ばらばらに配置されており、初めて訪れた観

光客にはわかりにくい。 

    ・駅と二次交通、周辺観光施設の関連性が整理されていないのでわかりにくい。 

  ■駅舎                 ■待合室のミニギャラリー 

 

 

 

 

 

 

 

 



34 

表 1.6.2(3) 各駅の状況 

南神城駅 

《1 日乗車人数》21 人（平成 23 年） 《運行本数》上り 10 本、下り 10 本 

《特徴》・トイレと簡易な待合室が設置された無人駅でＪＲ東日本最西端の駅である。 

    ・上り松本駅行き直通が昼間 1 本停車 

《課題》・国道 148 号に案内標識が無く、駅の存在がわからない。 

    ・待合室に村のデマンドタクシーの案内はあるが、村民以外の二次交通は無い。 

  ■駅舎                 ■待合室 
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 （３）路線バス 

 路線バスは、白馬大雪渓・白馬岳方面への登山口である猿倉荘を連絡する猿倉線、小谷村の

栂池高原、白馬乗鞍方面を連絡する栂池線の主要 2 路線があり、それと白馬駅と八方バスター

ミナル間のみを結ぶ八方線が朝夕運行しています。 

 【栂池線】 

 利用者数は、平成 24 年がピークでそれ以降減少していたが、平成 28 年以降増加に転じて

います。 

 平成 29 年 8 月の乗降者数の多いバス停は、白馬駅、白馬八方、栂池高原の 3 箇所です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：アルピコ交通株式会社資料 

図 1.6.4 路線バス網図 
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出典：アルピコ交通株式会社資料 

バス停別の乗降者数は H29.8 月の資料 

図 1.6.5 栂池線の利用状況の推移とバス停別の乗降者数 
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 （４）その他のバス 

  １）アルペンライナー 

 立山黒部アルペンルートの長野県側の起点扇沢駅と白馬八方、白馬コルチナを連絡するバス

で、6 月から 10 月までの土日、祝日（7 月 7 日～8 月 26 日は毎日）に往復 2 本運行して

います。 

 平成 29 年度の利用者数が約 6 千人で、乗降の多い場所は、栂池高原、白馬八方、エスカル

などです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：アルピコ交通株式会社資料 

図 1.6.6 白馬アルペンライナー利用状況 
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  ２）高速バス（白馬～新宿線） 

 定期的に新宿と白馬村を結ぶ高速バスで、上下定期的に 4 便ずつ運行し、特定日には増便し

ています。新宿～白馬間は、基本昼間大人 1 名 4,850 円で運行し、夜行便は 1,350 円の割

り増しになっています。 

 【利用状況】 

 ・年間利用者は、上下ともに 1.9 万人前後で増加傾向にあります。 

 ・利用が多い月は 8 月と 12 月から 3 月にかけてのスキーシーズンです。 

 ・8 月は八方、大町駅、穂高などの利用が多く、3 月は八方の利用が特に多くなっています。 
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出典：アルピコ交通株式会社資料 

図 1.6.7 高速バス（白馬～新宿線）利用状況   
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３）特急バス（長野～白馬） 

 定期的に長野駅と白馬村を結ぶ特急バスで、上下定期的に 8 便ずつ運行しています。 

長野駅～白馬間は、片道大人 1 名 1,800 円で運行しています。 

 【利用状況】 

 ・年間利用者は急増しており、平成 29 年度には約 15 万人に到達する状況です。 

 ・利用が多い月は 1 月～2 月のスキーシーズンで 3 万人/月を超えています。 

  この傾向は平成 24 年から続いており、この 1 月～2 月の増加傾向が年間利用者数の増加

につながっています。 
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出典：アルピコ交通株式会社資料 

図 1.6.8 特急バス（白馬～長野線）利用状況 
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  ４）ナイトシャトルバス（元気号） 

 本格運行を始めた平成 22 年度以降の路線の概要を整理しました。 

年度 路線 備考 

22 運行期間（H22.12.18～H23.2.28） 

3 路線（レッド、ブルー、グリーン）12 便 

運賃（200 円）、未就学児童（6 歳未満）無料 

 

23 運行期間（H23.12.21～H24.2.28） 

3 路線（レッド、ブルー、グリーン）11 便 

 

24 運行期間（H24.12.22～H25.2.28） 

2 路線（ブルー、グリーン）7 便 

レッドライン休止 

25 運行期間（H25.12.21～H26.2.28） 

3 路線（レッド、ブルー、グリーン）11 便 

運賃（300 円）、未就学児童（6 歳未満）無料に変更 

レッドライン復活 

料金値上げ 

26 運行期間（H26.12.20～H27.2.28） 

ブルー、レッド、グリーン 12 便 

 

27 運行期間（H27.12.23～H28.2.28） 

ブルー、レッド、グリーン、大町、小谷 18 便 

運賃（300 円）、未就学児童（6 歳未満）無料 

大町ライン 500 円、村内 300 円 

大町、小谷路線追加 

28 運行期間（H28.12.23～H29.2.28） 

ブルー、レッド、ブルー（神城）、レッド（岩岳）14 便

大町 1 往復、小谷 2 往復 

運賃（300 円）、未就学児童（6 歳未満）無料 

大町ライン 500 円、村内 300 円 

グリーンライン休止 

 

29 運行期間（H29.12.23～H30.2.28） 

ブルー、レッド、ブルー（五竜）、レッド（岩岳）20 便

運賃（300 円）、未就学児童（6 歳未満）無料 

グリーンライン休止 

大町、小谷路線休止 
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元気号ナイトシャトルバスは、観光客と地域住民のニーズに対応した複合的な村内移動手段

の確保を図るために導入されたもので、村内の宿泊施設エリアと一般商店・飲食店や公共施設、

公共交通機関の駅等を結んだ定時定路線型のバスとして運用されています。 

 路線は、中部＆北部エリア（右回り）のレッドライン、中部エリア（左回り）のブルーライ

ン、中部＆南部エリア（左回り）のグリーンラインの 3 路線が基本となっていましたが、利用

状況等を基に路線の休止や新規路線の追加等を経て、平成 29 年度はブルーライン、レッドラ

インを基本とした 4 路線で運用されています。 

 利用者数は、全路線合計で 1 万人前後で推移しています。冬のスキーシーズンに運行してお

り、利用者の 95％は外国人になっています。 

 路線別では、前述したブルーラインとレッドラインの利用者が多くなっています。 

 月別では、1 月と 2 月に突出して多くなっており、スキー客のアフタースキーでの利用が多

いことを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         元気号の車内の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：元気号ナイトシャトルバス総合報告書 

図 1.6.9 元気号ナイトシャトルバス利用者数の推移 
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出典：元気号ナイトシャトルバス総合報告書 

図 1.6.10 元気号ナイトシャトルバスの路線別利用状況の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：元気号ナイトシャトルバス総合報告書 

図 1.6.11 元気号ナイトシャトルバスの月別利用状況の推移 

  

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

レッド 3,577 3,498 3,019 4,972 3,928 4,253 3,283

ブルー 5,295 3,932 6,753 3,967 6,107 5,311 3,192 2,576

グリーン 3,676 2,835 3,403 2,525 1,818 1,884

ブルー（五竜） 1,970 2,406

レッド（岩岳） 1,337 1,909

大町 145 206

小谷 1,350 1,973
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（５）施設送迎バス 

  １）Hakuba Valley バス 

 HAKUBAVALLEY の 9 つのスキー場をつなぐシャトルバスが運行しています。 

 白馬八方バスターミナルを起点に 3 つの路線があり、共通リフト券を持っている利用者は、

無料で利用できます。 

 運行期間は、12 月から 3 月（一部 2 月）のスキーシーズンでした。 

 利用者数は増加傾向にあり、五竜方面は 10 万人近い利用者数があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：HAKUBA VALLEY 資料 

図 1.6.12 HAKUBA VALLEY シャトルバスの利用状況 
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  ２）花三昧バス 

 白馬山麓の山野草や高山植物を鑑賞するツアーのために 7 月から 8 月の 2 ヶ月間運行して

いるバスです。 

 □1 日フリーパスチケット：大人 1,000 円、小人 500 円 

 期間中 1.5 万人の利用があり、エスカル、岩岳ゆり園、白馬駅などの利用が多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：白馬村資料 

図 1.6.13 花三昧バスの利用状況 
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（６）タクシー 

 村内で営業活動を行っているタクシー会社は 3 社あり、村内のみを管轄している会社が 1

社、周辺都市も含め広域に管轄している会社が 2 社あります。 

 3 社とも村内のデマンド型乗合タクシーの運行主体になっています。 

 資料の提供を受けた 2 社の輸送実績を整理すると、輸送のピークは 12 月～3 月の冬期であ

り、スキー客の輸送が影響しています。 

 外国人のスキー客が増加しているため、外国語の同時通訳サービスも実施しています。 

表 1.6.3 白馬村のタクシー会社 

会社名 配車可能地域 特色 

アルピコタクシー株式会社 白馬村、大町市、小谷村 車両数 9 台 

白馬観光タクシー株式会社 白馬村 車両数 18 台 

アルプス第一交通株式会社 

 

白馬村、大町市、池田町 

松川村、小谷村 

車両数 40 台 

出典：長野県版タクシーサイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：各社輸送実績集計表（人員） 

図 1.6.14 過年度の月別輸送実績 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

アルピコタクシー株式会社

H27年度 H28年度 H29年度（人/月）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

白馬観光タクシー株式会社

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度（人/月）



49 

 （７）デマンド型乗合タクシー 

  １）運行概要 

 【導入の経緯】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

□平成 12 年 4 月（タクシー乗車券の交付） 

 老人が外出するための交通手段がなく、閉じこもり傾向や社会参加から遠のくこと

を懸念し、解消策としてタクシー料金の一部を助成する「白馬村福祉タクシー乗車券

交付要綱」が施行された。 

 具体的には、高齢者がタクシーを利用する場合に初乗り運賃と送迎車回送料金を加

算した金額（平成 19 年 6 月 1 日時点で 880 円）のタクシー乗車券を交付した。 

助成対象者は、地区の民生児童委員を通じて交付申請を行っていた。 

（受給者 1 名に対し月 6 枚、僻地は 10 枚） 

□平成 21 年 4 月（乗合タクシーの実証運行） 

 主に高齢者や自動車運転免許を持たない移動制約者の買い物、通院などの交通確保

と社会参加を図るためにデマンド型乗合タクシーを実証運行した。 

 事業主体：白馬村 

 運行主体：村内タクシー事業者 3 社 

 運行方法：フルデマンド型の乗合タクシーで戸口から戸口までの運行を実施 

 基軸路線：北方面行き 佐野 →飯田→白馬町→新田 

      南方面行き 新田 →白馬町→飯田→佐野 

 利用対象者：白馬村内居住者で事前登録とし、65 歳以上（現在は 50 歳以上）、妊

娠中の方、母子世帯、その他障がい者等を対象者とした。 

 運行日：月曜日～金曜日 

 運行本数：南北各 8 便、計 16 便 

 運賃設定：村内全域 1 乗車 300 円（3 歳児未満無料）、回数券割引有 

 予約方法：利用希望日の 2 日前から利用希望便出発時刻 30 分前までに予約セン

ターで電話で予約する。 

「白馬村地域公共交通総合連携計画」（平成 21 年 3 月）の策定 

平成 24 年 4 月 1 日から本格運行開始 
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 【現在の運行概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

■運行方式 

 事業主体：白馬村 

 運行主体：アルプス第一交通㈱、アルピコタクシー㈱、白馬観光タクシー㈱ 

 運行方法：フルデマンド型の乗合タクシーで戸口から戸口までの運行を実施。 

      予約がない場合は運行しない。常備車両の旅客定員を超える予約がある場

合は予備車両により対応する。 

 基軸路線：北方面行き（国道 148 号） 佐野 →飯田→白馬町→新田 

      南方面行き（国道 148 号） 新田 →白馬町→飯田→佐野 

■サービス内容 

 利用対象者：白馬村に住所を有する者で、次の項目のいずれかに該当し、自分で（付

添人の力を借りて）乗降できる者で、利用にあたっては事前の登録を必要

とする。 

       イ 50 歳以上の者  ロ 妊娠中の者 

       ハ 母子及び父子並びに寡婦福祉法に規定する母子家庭等 

       ニ 生活保護法の規定に基づく被保護者世帯 

       ホ 身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳を所持 

       ヘ 障害基礎年金等の受給者 

       ト 介護保険法に規定する要介護認定者及び要支援認定者 

       チ 前イからトの利用者に付添う者 

 運行日：月曜日～金曜日（祝日及び 12 月 29 日から 1 月 3 日までを除く） 

 運行時間： 

午   前 

（北方面行・南方面行き） 

午   後 

（北方面行・南方面行き） 

8:15 12:40 

9:15 13:40 

10:30 15:00 

11:30 16:00 

 運賃：イ 普通運賃/村内全域 1 乗車 300 円 

     （3 歳未満児（4 月 1 日に 3 歳に達していない者）は無料） 

    ロ 割引制度/回数券割引 11 枚綴り 3,000 円 

 予約方法：予約センターへの電話による予約（聴覚障害者はファクシミリで予約） 

      利用希望日の 2 日前（運休日を除く）から利用希望便の出発時刻の 30 分

前までに予約（但し、始発便の予約は前日まで） 

 予約センター：白馬村社会福祉協議会事務局内 

        開設時間/平日の午前 8 時半から午後 5 時まで 

出典：デマンド型乗合タクシー運行事業運行状況報告書（平成 29 年度） 
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  ２）基軸路線の運行イメージ 

 基軸路線は、国道 148 号を南北に運行し、北方面行きは佐野を南方面行きは新田を起点に

1 日 8 本ずつ運行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.6.15 デマンド型乗合タクシー基軸路線 
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  ３）登録者と利用者の状況 

 事前登録者は、平成 2９年度末で 711 人であり、本格運行以降横ばい傾向にあります。年

間延利用者数は、本格運行時から8千人前後で推移していましたが、平成29年度末時点では、

7 千人を下回っています。 

 平成 29 年度の実利用者をみると、登録者 711 人に対して 234 人で登録者の 32.9％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：デマンド型乗合タクシー運行事業運行状況報告書（白馬村健康福祉課） 

注）H21～H23 は、実証運行期間の数値 

図 1.6.16 デマンド型乗合タクシーの登録者と利用者の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 29 年度デマンド型乗合タクシー運行事業運行状況報告書（白馬村健康福祉課） 

図 1.6.17 デマンド型乗合タクシー実利用者数 
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 登録者の性別は、女性の割合が 72.2％と高いが、利用者はさらに女性の割合が高く 86.0％

を占めています。 

 登録者の年齢は、80 歳代が 43.1％と最も多く、次いで 70 歳代 26.4％、90 歳代 16.5％

の順に多くなっています。 

 利用者の年齢も登録者と同様の傾向にあるが、80 歳代が半分を占め、次いで 70 歳代、90

歳代、60 歳代の順に多くなっています。 

 80 歳以上の割合が 65％を占め、高齢者の重要な足となっていることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 29 年度デマンド型乗合タクシー運行事業運行状況報告書（白馬村健康福祉課） 

図 1.6.18 デマンド型乗合タクシー登録者、利用者の男女別割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 29 年度デマンド型乗合タクシー運行事業運行状況報告書（白馬村健康福祉課） 

図 1.6.19 デマンド型乗合タクシー登録者、利用者の年齢別割合 
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 地区別に登録者の年齢構成をみると、中山間地では 80 代以上の割合が高いが、白馬駅を中

心とする市街地部では 40 代以下の低年齢層の割合も目立っています。 

 人口に対する登録率が高いのは、立の間、青鬼等の集落で 50％を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.6.19 登録者の地区別年齢構成 
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注）平成 30 年 4 月時点 

図 1.6.20 登録者の地区別登録率 
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 平成 29 年度の乗客数を月別にみると、積雪の多い 2 月～3 月の利用が多くなっています。 

 平成 29 年度 1 便当たり乗車人数は、運行便数 3,026 便より 2.3 人/便となります。 

 曜日別にみると、週の後半の利用が多く、特に金曜日が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 29 年度デマンド型乗合タクシー運行事業運行状況報告書（白馬村健康福祉課） 

図 1.6.22 デマンド型乗合タクシー利用者の月変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 29 年度デマンド型乗合タクシー運行事業運行状況報告書（白馬村健康福祉課） 

図 1.6.23 デマンド型乗合タクシー利用者の曜日変動 
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運行時間別にみると、午前中の 9 時台、10 時台の利用が多く、午後は 15 時台が多くなって

います。 

 利用の多い木・金曜日の目的地をみると、通院や買物・飲食、スポーツ施設の利用などが多

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 29 年度デマンド型乗合タクシー運行事業運行状況報告書（白馬村健康福祉課） 

図 1.6.24 デマンド型乗合タクシー利用者の便別乗客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 29 年度デマンド型乗合タクシー運行事業運行状況報告書（白馬村健康福祉課） 

図 1.6.25 デマンド型乗合タクシー利用者の目的地 
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最も利用の多いあづみ病院白馬診療所は、午前と午後の診療開始に合わせ、8 時台、9 時台、

13 時台の 3 便がよく利用されています。 

 3 つの商業施設は、午前の便、特に 10 時台の利用が多くなっています。 

 白馬メディアは、火曜日の午後に高齢者向けの体操教室が行われるため、12 時台、13 時

台の利用が多く、スポーツアリーナは、金曜日の午前中にゲートボールの定期的な活動がある

ため、8 時台、9 時台の利用が多くなっています。 

 利用者の目的地を男女別にみると、女性は特に病院等、買物・飲食店の利用が目立っていま

す。男性もこれらの施設と福祉施設の利用が多いですが、全体的に女性の方がいろいろな目的

でデマンド型乗合タクシーを活用していると思われます。 

表 1.6.4 降車の多かった上位 7 個所の運行時間別利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 29 年度デマンド型乗合タクシー運行事業運行状況報告書（白馬村健康福祉課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 29 年度デマンド型乗合タクシー運行事業運行状況報告書（白馬村健康福祉課） 

図 1.6.26 デマンド型乗合タクシー利用者の男女別目的地 
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 平成 29 年度に利用が多かった 6 月と 2 月の利用者データから、利用者の利用範囲等を解

析すると次のようになります。なお、2 月は一か月を通じて 30～40ｃｍの積雪がありました。 

 □デマンド型乗合タクシーの利用形態 

 6 月は、往復利用された人が 50.9％、片道利用された人が 42.1％、移動の途中の目的地

間で利用された人が 6.9％でした。 

 2 月は、往復利用された人が 55.2％と 6 月よりもやや多く、移動の途中の目的地間で利用

された人が 1.9％と 6 月よりも少なくなりました。 

 積雪のある 2 月は、道路状況が悪化するため、往復ともデマンド型乗合タクシーを活用する

人が増えると考えられます。 

 □デマンド型乗合タクシーの利用区間 

 往復利用では、6 月、2 月ともに基軸路線に沿った南北の利用が目立っており、国道 148

号沿線の地区から、各種施設が集中する白馬町、飯田、深空の各地区への利用が多くなってい

ます。片道利用でも同様の傾向がみられます。 

 2 月には西側の八方、みそら野地区や東側の塩島、堀之内地区からの利用が増加しています。 

 目的地間の利用では、飯田地区と白馬町間の利用が目立ちますが、6 月は北側の地区、2 月

は西側の地区間での利用が増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 29 年度デマンド型乗合タクシー運行事業運行データ（白馬村健康福祉課） 

図 1.6.27 デマンド型乗合タクシーの利用形態の比較 

  

55.2

50.9

42.9

42.1

1.9

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2月

6月

往復利用 片道利用 途中のみ利用

n=424

n=375



60 

2 月の移動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 29 年度デマンド型乗合タクシー 

運行事業運行データ（白馬村健康福祉課） 

 

 

図 1.6.28 利用形態別の利用ＯＤ 
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6 月の移動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 29 年度デマンド型乗合タクシー 

運行事業運行データ（白馬村健康福祉課） 

 

 

図 1.6.29 利用形態別の利用ＯＤ 
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 デマンド型乗合タクシー運行事業の収支は、平成 29 年度において運行委託料をはじめとす

る支出額が 12,043千円、収入が 1,872千円で、その差額約1 千万円を村が負担しています。

利用者一人当たりでみると、1,474 円/人の負担となっています。 

 平成 29 年度は、乗客数の減少と燃料費の増加により村の負担がやや増加し、また収益率も

15.5％に低下しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 29 年度デマンド型乗合タクシー運行事業運行状況報告書（白馬村健康福祉課） 

図 1.6.30 デマンド型乗合タクシーの運行収支 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 29 年度デマンド型乗合タクシー運行事業運行状況報告書（白馬村健康福祉課） 

図 1.6.31 デマンド型乗合タクシーの支出内訳 
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 白馬村では、高齢者等の交通事故を防止するための対策として、運転免許証を自主返納した

方に、デマンド型乗合タクシーの利用券を交付することにより、運転免許証を返納した後の移

動の支援を行っています。 

 デマンド型乗合タクシー利用券 33 枚（１１枚綴りの回数券３冊）を交付します。ただし、

この支援は１回限りとなっています。 

 過去 2 年間の利用者は、平成 28 年度が 19 人、平成 29 年度が 25 人で、80 歳代が多く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 29 年度デマンド型乗合タクシー運行事業運行状況報告書（白馬村健康福祉課） 

図 1.6.32 年代別運転免許証自主返納支援事業利用者数 
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 （８）遠距離保育園児送迎 

  １）導入概要 

 【導入の経緯】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

□平成 19 年 4 月（しろうま保育園の開園） 

 当初、村内三保育園を統合する計画であったが、南部保育園の保護者等から反発が

あり、平成 19 年度はしろうま保育園と南部保育園の二園体制となった。 

 統合をまとめるために協議を重ね、統合の条件の一つとして園児の送迎サービスの

提供が挙げられた。 

 平成 20 年度から南部保育園の統合が決定し、4 月から園児送迎サービスがスター

トした。 

□平成 21 年 4 月（乗合タクシーでの実証運行） 

 保育園から著しく遠い村内の地区に居住する保育園児童を対象に送迎を行う。 

 事業主体：白馬村 

 運行主体：白馬観光タクシー株式会社 

 運行対象：内山、佐野、沢渡、三日市場、堀之内の 3 歳児～5 歳児  

 運行路線：登園 佐野公民館→白馬南小→サンサンパーク→しろうま保育園 

      降園 しろうま保育園→サンサンパーク→白馬南小→佐野公民館 

 運行日：通常保育日（希望保育日は保護者の希望により運行） 

 運賃：往復利用（1 世帯）3,000 円、片道利用（1 世帯）1,500 円（月額） 

    臨時利用（1 人）100 円（1 回） 

 

 3 年間の実証運行を経て本格運行となったが、公平性の問題や利用園児の減少、並

びに現在送迎している 2 名の園児の自力送迎が可能となったため、廃止が検討され

た。 

「白馬村地域公共交通総合連携計画」（平成 21 年 3 月）の策定 

平成 30 年 3 月廃止 
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図 1.6.33 廃止前の園児送迎車のルート 
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第 2 章 まちづくりの方向 

 １．上位関連計画 

 （１）第 5 次白馬村総合計画（平成 28 年 12 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点 具体的な目標 

暮らし 外国人を含めた移住者と在来の住民との共生や、介護の必要な方、障がいの

ある方も共に関わりをもって安心して暮らせる地域づくり 

産 業 基幹産業である観光業と農業を中心に地域産業の活性化と新しい就労環境の

整備に努め、住民が永続的に定住し、安心して新たな創業、就業ができる環

境づくり 

ひ と 少子化対策を推進し、村の伝統文化を継承し、地域全体で将来を担う若者を

育成する地域づくり 

自 然 環境と調和した開発のルールづくりと、環境の整備によって、この恵まれた

自然、景観、伝統文化を保全し、将来世代に引き継ぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【基本理念】 

白馬の豊かさとは何か 

－多様であることから交流し学びあい成長する村－ 

【基本目標】 

  視点        4 つの基本目標 

 ●暮らし    『安心してみんなが暮らせる村』 

       ●産 業    『新しい仕事をつくりだす村』 

       ●ひ と    『一人ひとりが成長し活躍できる村』 

       ●自 然    『魅力ある自然を守る村』 

《基本計画における公共交通の位置づけ》 

□日常の住みよさの確保（村内の移動手段の確保） 

・現行のデマンド型乗合タクシーとナイトシャトルバスの運行を継続しながら、子

どもや高齢者などの移動支援や観光客の二次交通を含めた村内の公共交通につい

て、自動運転システム等の可能性も含めて交通事業者や関係団体と協議・研究し、

高齢者や子どもの交通事故防止、環境保全、利便性向上を目指すとしています。 

□高齢者福祉（生活支援サービスの体制整備） 

・乗合タクシーについて利用者アンケートを実施し、運行計画の見直し等利便性の

向上に努めるとしています。 
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（２）白馬村総合戦略（平成 27 年 12 月） 

 今後の人口減少に対応するとともに、住みよい環境を確保し、将来にわたって活力ある街を

維持するため、平成 27 年度からの 5 年間を計画期間とした「白馬村総合戦略」策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 基本的方向 

しごと 地域経済の活性化を図り、豊かな生活を実感できる活力ある村づくりのた

め、地域資源の特徴を生かし、年間を通じた安定的な雇用の場と雇用機会

を創出します。 

ひ と 安定的な雇用の確保や子育て世代への支援など、社会増となる移住者の視

点に立った各種施策の展開により、村外からの移住や定住を促進し新しい

人の流れをつくります。 

きぼう 結婚・妊娠・出産・育児をしやすい社会環境整備を推進し、若い世代が出

産や子育てに希望を実感できる地域社会の実現を目指します。 

ま ち 誰もが住みたい、住み続けたいと感じる、暮らしやすく住みやすい、選ば

れるまちを目指した環境整備に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

【基本目標】 

 ❶地域の資源と人を活かした「しごと」を創出する 

 ❷白馬村への新しい「ひと」の流れをつくる 

 ❸若い世代の結婚・出産・子育ての「きぼう」をかなえる 

 ❹将来にわたって住み続けたい魅力ある「まち」をつくる 

計画期間の目標人口：９，０００人（目標 H31） 

《総合戦略における公共交通の位置づけ》 

□地域の特色を生かした観光振興の推進（グリーンシーズンの観光振興） 

・白馬大雪渓の観光への活用（白馬駅～大雪渓への道路拡幅と電気自動車乗り入れ

など） 

□地域の特色を生かした観光振興の推進（観光業の体力強化に向けた計画の推進） 

・白馬バレー（大町・白馬・小谷）として一体性強化のためのシャトルバスの整備 

・冬のタクシー不足解消のためのシェアライディングシステムの導入 
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（３）白馬のまちづくりマスタープラン（平成 15 年 3 月） 

 概ね 20 年後の長期的視点（目標年度：平成 32 年）に立って、白馬村全体や地域別のまち

づくりの方向や土地利用及び都市施設の整備方針を明らかにしています。 

 【まちづくりの将来像】 

  「人々と自然が共生する 

 ハートフル・エコシティ 白馬」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【将来都市構造】 

都市活動や交流の場となる「拠点」及び交流や連携の骨格となる「軸」等を方針として次

のように位置づけています。 
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【地域づくり構想の方針】 

 市街地の特性や都市の形成過程に拝領しながら、次のような地域づくりの構想を示していま

す。 

 □北部 

  国道 148 号沿いと岩岳スキー場周辺に市街地が形成されており、信濃森上駅周辺の市街

地を地域の生活拠点として、各集落との交通アクセスの利便性確保に努めます 

 □中部 

  白馬村の中心となる白馬駅周辺の中心市街地が形成されており、都市サービス機能の中枢

として都市機能の強化と土地利用の活性化を図ります。 

 □南部 

  国道 148 号沿いに市街地が形成されており、神城駅周辺の市街地を地域の生活拠点とし

て、各集落との交通アクセスの利便性確保に努めるとともに、当地域には、大規模な集団優

良農地が内在し、白馬村の貴重な農業生産基盤として積極的な維持保全に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《まちづくりマスタープランにおける公共交通の位置づけ》 

□地域づくり構想の将来像として次のようなまちづくりを目指している 

・大町市や松本市方面及び長野市方面との交通特性を活用したまちづくり 

・小谷村や日本海側方面との交通特性を活用したまちづくり 

・白馬駅の交通利便性を最大限に活用したまちづくり 

・観光市街地と白馬駅の中心市街地を連携する白馬のブランドまちづくり 
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 （４）白馬都市計画（白馬村） 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（平成 28 年）長野県 

 白馬都市計画区域が含まれる大北圏域全体の将来を見据えた広域的な観点から見直しを行

ったものです。 

 《白馬都市計画区域の都市計画の目標》 

 【都市づくりの目標像】 

 

 

 

目標像の実現に向け、このような多様な観光の推進による交流人口の創出と地域の活性化を

機軸に据え、大北圏域北部での交流の核となり、地域に暮らす人々や来訪者がともに安らぎを

実感できるまちづくりを目指している。 

 □北部地域 

  ・信濃森上駅周辺の市街地を北部地域の生活拠点として整備し、各集落との交通アクセス

の利便性確保に努める。 

 □中部地域 

  ・最も国内外の来訪者の行き来する地域であり、都市サービス機能の中枢として都市機能

の強化とまちの活性化を推進する。 

  ・多くの人々の集まる地域として、自然とのふれあいや観光利用の際の多様なニーズに応

え、様々な移動や交流の生まれるネットワーク性を持ったまちの実現を目指す。 

 □南部地域 

  ・大規模な集団的優良農地の環境を維持、保全しながら、神城駅を拠点とし、各集落等と

の交通アクセスの利便性確保に努め、住みよい環境の形成を図る。 

  ・神城地区については、安全で快適な住宅地を再構築し、市街地との連携・交流によるコ

ミュニティの維持を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雄大な自然とのふれあいを導き、心の安らぎを生み出す美しいまち 

《都市計画区域の整備、開発及び保全の方針における公共交通の位置づけ》 

□交通体系の整備方針の中で、公共交通の整備方針を示している。 

・拠点の玄関口となる三つの駅（白馬駅、神城駅、信濃森上駅）周辺は、良好な環

境の維持あるいは必要に応じ改善を進める。 

・市町村、関係団体、事業者等と協力して利用促進に取り組み、観光キャンペーン

の実施や観光列車の導入、鉄道そのものを観光資源としてとらえる取組等を積極

的に展開し、沿線住民以外の利用を増やし、存続を維持する。 

・あわせて集落地との円滑な接続を考慮した道路整備を進めるとともに、高齢者の

「足」の確保のためのデマンド型乗合タクシー事業を継続して実施する。 
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２．各種まちづくり戦略 

 （１）白馬村観光地経営計画（平成 28 年 3 月）白馬村 

 この計画は、刻々と移り変わる社会環境の中で、地域経営的な視点を取り入れて、経営に資

する資源を捉えその状況を把握した上で、白馬村が観光地として目指すべき姿や進むべき道、

実施すべき施策・プロジェクトなどを示すとともに、これらを確実に実行し、必要な改善を施

しながら継続していくための体制や方策も同時に提示したものです。 

 【計画の期間】 

  平成 28 年度から平成 37 年度までの 10 年間 

 【観光地経営に向けた計画課題】 

  ❶地域経済と観光の競争力強化・安定化に関する課題 

  ・外国人の滞在スタイルの変化に合わせた村内移動交通手段の充実 

  ❷観光地としての文化的・社会的な発展・向上に関する課題 

  ・リゾート地に相応しい楽しさや心地よさ、環境へ配慮した移動手段、二次交通の充実 

  ❸観光地としての持続可能性を高める基盤に関する課題 

  ・広域的な視点や多様な関係者の連携による取り組み 

 【理念、戦略重点プロジェクト、目標像】 
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【公共交通の位置づけ】 

 白馬村観光理念のもと、目標像を達するために 10 の戦略を設定していますが、公共交通が

分担する分野の取り組みとして次のようなものが挙げられています。 

 

戦略 1.観光の資産価値の最大化 

《滞在空間としての魅力向上》 

□歩行者・自転車優先の安心で心地よい滞在空間づくり 

 ・カーフリーゾーンの設定 

 ・自転車利用者に優しい環境整備 

 

戦略 3.観光の魅力要素の次世代への継承 

《自然環境資源の保全》 

□エコカーや電気自動車、自転車の導入推進 

 ・シャトルバスや公共交通へのエコカーや電気自動車の導入 

 ・自転車の利便性向上と安全確保 

 

戦略 4.宿泊施設とスキー場の再活性化 

《スキー場の戦略的な活性化》 

 ・村内スキー場同士、また村内スキー場と隣接市村のスキー場との間でより使い

勝手の良いシャトルバスの共同運行、利用者の利便性向上を意識したサービスの

共通化 

 

戦略 7.誰もが安心できる観光受入体制の構築 

《誰にでもわかりやすい情報提供》 

 ・観光情報の一元管理・提供 

 ・目的に即した情報発信ツールの活用 

 ・誰にでもわかりやすい案内標識類の統一 

《誰でも利用しやすい滞在環境整備》 

 ・ひと目でわかるシャトルバスの運行 

 ・冬場のタクシー不足の解消 

 ・クレジットカードによる決済環境の整備 

 

戦略 9.計画推進体制の構築と財源の確保 

《観光推進体制の見直し》 

 ・広域的な二次アクセスの整備（夏期のアルペンライナー、冬期のシーフードシ

ャトル） 
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（２）白馬村高齢者福祉計画（平成 30 年 3 月）白馬村 

 この計画は、地域包括ケアシステムの考え方に立脚しつつ、高齢者一人ひとりの安心、健康、

生きがい、誇りを確保・向上するという観点から、策定されています。 

 【計画の期間】 

  平成 30 年度から平成 32 年度までの 3 年間 

 【基本理念と目標】 

 

 

 

 

 

 

 

 【施策の体系】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目標を実現するための施策の展開の中で、公共交通に関連して次のような施策の展開を示し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるしくみ》 

□乗合タクシー運行事業 

 デマンド型乗合タクシーを運行することで、高齢者の外出を支援します。また、

運転免許証自主返納支援事業により運転免許証の自主返納の促進とその交通を支援

します。なお、運転免許証の自主返納の促進にあたっては、警察や交通安全協会、

交通事業者と連携することで、交通事故の発生防止、車両維持経費の節約、代替交

通手段等に関する周知活動を強化します。 

 アンケート調査の結果及び運行実績に基づいて運行内容を検証し、運行内容や体

制、システムを最適化することで利用を促進し、総合的な満足度の向上を図ります。 

基本理念 目　　標 施　　策

住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるしくみ 地域包括支援センターの運営

高齢者の生活を支えるサービスの実施

日常生活を支援する体制の整備

災害時・緊急時の支援

健康で生きがいをもって暮らせるしくみ 健康づくりの推進

介護予防と生きがいづくりの推進

誇りを持って暮らし続けられるしくみ 高齢者の権利擁護

認知症施策の推進

介護保険制度の適切な運営

認
め
合
い
　
と
も
に
支
え
合
う
　
あ
た
た
か
い
村
づ
く
り
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（３）白馬村障害者計画・障害福祉計画・障害児福祉計画（平成 30 年 4 月）白馬村 

 誰もが地域でいきいきとし安心して暮らせるまちづくりの実現に向けた障がい福祉サービ

スや相談支援、地域生活支援等を提供する体制を構築していくことを目指しています。 

 【計画の期間】 

  平成 30 年度から平成 32 年度までの 3 年間 

  （第 3 期白馬村障害者計画は、平成 35 年度までの 6 年 

 【計画の基本理念】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【基本計画】 

   ❶地域における自立生活の支援 

   ❷社会参加の促進と就労支援 

   ❸人にやさしいまちづくり 

 

施策の展開の中で、公共交通に関連して次のような施策の展開を示しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《社会参加の促進と就労支援》 

□社会参加と自立の支援 

 ・スポーツ施設や公民館等、各種公共施設のバリアフリー化と、移動手段の充実

による、障がいのある人が利用しやすい環境の整備に努めます。 

《人にやさしいまちづくり》 

□移動・交通対策の充実 

 ・村内の公共交通について関係者を含めた協議会での公共交通施策の検討を行い

ます。 

 ・障がいのある人の通院、買い物等の重要な交通手段として、デマンド型乗合タ

クシーの有効利用と誰もが使いやす移動手段の確保を検討します。 
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 （４）白馬村地球温暖化地域推進計画（平成 21 年 10 月）白馬村 

 この計画は、地球温暖化を防止するための具体的な目標を次のように掲げています。 

 【計画の期間】 

  平成 21 年度から平成 24 年度までの 4 年間 

 

 【取り組み目標】 

 □家庭と事業所 

 ・省エネに努め、電気・水道・燃料（ガソリン、軽油、灯油等）の使用量を１０％削減する。 

 ・自動車買い換え時に、積極的に低燃費車やクリーンエネルギー自動車（ハイブリッド車、

電気自動車等）へ移行する。 

 □行政 

 ・白馬村役場率先実行計画を計画的に実践する。 

 ・乗合タクシー利用者を年間延べ５，０００人以上とする。 
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 （５）新たな道の駅を核とした交流拠点の概要 

 白馬村での新たな道の駅整備にあたり、村が目指す通年型観光の拠点として整備すべき機能

の明確化、それに対する地域住民や村内事業者の参画可能性、官民連携事業としての成立可能

性を検討したものです。 

 

【新たな道の駅の対象地】 

 国道 148 号と長野県道 33 号白馬美麻線が交差するポイントから約１㎞、白馬駅から約２

㎞の地点 

 

 【コンセプト】 

道の駅の主要機能である休憩機能や情報発信機能は拠点的に整備し、地域連携機能に関し

ては、地元事業者がそれぞれの責任で参画できる小規模なロットを提供することが考えられ

る。 

また、白馬村の自然環境や計画敷地の特性を踏まえ、拠点施設を中心に、地域連携機能と

して村内事業者が参画する機能は、森の中に分散配置し、利用客が森を散策しながら滞在す

るスタイルの道の駅とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：道の駅を核とした観光まちづくり交流拠点官民連携事業調査業務報告書 

    （平成 30 年 2 月）白馬村、株式会社日本経済研究所 
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 □想定されている配置図（案）と規模の概要 
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 （６）白馬村図書館基本計画（平成 28 年 4 月）白馬村教育委員会 

 住民に必要な情報を提供し、住民の活動を支援し、住民が利用しやすく、本当に役立つ図書

館として、現状実施しているサービスの水準を維持しつつ、様々な視点から図書館サービスの

充実を図ることを目指しています。 

 【計画期間】 

  平成 28 年度から平成 32 年度までの 5 年間 

 

 【運営理念】 

  「村民のくらしを支援し、まちづくりに役立つ図書館をめざします。」 

 

 

 

  ❶子ども達の成長に役立つ図書館を目指し、子ども達の豊かな心と生きる力を育むことを

支援します。 

  ❷人づくりに役立つ図書館を目指し、レファンスやデータベースの充実を図ります。 

  ❸暮らしに役立つ図書館を目指し、高齢者や体の不自由な方はもとより観光で白馬を訪れ

た方も立ち寄りやすい施設、サービスの充実図っていきます。 

  ❹地域おこし、まちづくりに役立つ図書館を目指し、資料の収集や地域との連携を図り、

専門資料の充実にも尽くします。 

  ❺文化振興に役立つ図書館を目指し、行事の充実や村民の村政参画を積極的に支援するた

めの資料収集に努め、村活性化の一端を担えるようサービスの充実を図ります。 

 

 （７）白馬高校魅力化プロジェクト 

 白馬高校は、人口減少や少子化の影響もあり生徒数は徐々に減少し、平成 16 年には当時の

約半分の 200 人程の生徒数となりました。その後も生徒数の減少は止まらず、長野県教育委

員会が示した高校再編計画の基準である「全校生徒数が 160 人以下で、かつ卒業者の半数以

上が当該高校へ入学している中学校がない場合」に、平成 25 年・26 年の 2 年連続で抵触し

たため、①地域キャンパス化（分校化）、②他校との統合、③募集停止（現役生卒業後閉校）

の対象となりました。 

 白馬・小谷の両村は、長野県教育委員会に「地域案」を提出し、国際観光科の設置や生徒の

全国募集などが正式に承認されました。 

 提案した内容は、次ぎのとおりです。 

 ❶国際観光学科の設置         ❺キャリア教育の充実 

 ❷全国募集と寮の整備         ❻ICT ツールを活用した学習支援 

 ❸公営塾の開設            ❼部活動への支援 

 ❹留学への支援 

白馬村図書館は、住民が必要とする資料や情報を迅速かつ確実に提供するため

に標記の運営理念を掲げ、その実現・具体化のため、次の運営方針を定めます。 
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第 3 章 移動実態とニーズの把握 

 １．村民アンケート調査結果 

（１）調査概要 

① 調査対象：１５歳以上の村民（居住者） 

② 調査規模：上記対象者から無作為に２,５00 世帯を抽出（地区人口比で配分） 

（世帯の方を含め３人まで回答） 

③ 調査時期：平成３０年７月 

④ 調査方法：郵送による配布・回収 

⑤ 必要標本数：９４０票 

白馬村の 15 歳（高校生）以上の人口を 8,947 人（8,947 人×88.1%_15

歳以上構成比：H27 国調）とし、信頼度 95％、誤差率 3％とした場合の必

要標本数は 940 票 

⑥ 回収数：1,677 票 → 回収目標数をクリア 

⑦ 回収率：38.7％ 

 

■配布回収状況 

調査対象 調査方法 配布数 回収数 回収率 

一般住民 
郵便による配布・

回収 
2,340世帯 
（３通/世帯） 

808世帯 
（1,550人） 

34.5％ 

単身高齢者 直接ヒアリング 160人 127人 79.4％ 

合   計  2,500世帯 
968世帯 

（1,677人） 
38.7％ 
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（２）調査項目 

 
A)世帯主用 

   □住まいの地区名        □世帯の人数 

   □世帯構成           □居住年数 

   □自動車等の種類別保有台数   □自動車を運転できる人の数 

   □交通不便者と考えられる人の有無と人数 

 

B)世帯主を含む全回答者用 

【回答者の属性】 

   □性別    □年齢    □職業     

□運転免許の有無      □外出の可否 

  【日常生活の移動状況】 

▶移動目的：□通勤・通学 □子供の送迎 □通院 □買物 □趣味・娯楽 

▶項目：移動先、出発時刻、帰宅時刻、利用交通手段、頻度、雨や雪の日の対応 

 

【公共交通の利用状況】 

  ▶移動手段：□JR 大糸線 □高速バス □特急バス □路線バス □タクシー 

▶項目：利用頻度、利用目的、サービスの改善 

 

  【白馬村乗合タクシーの利用状況】 

   □見識    □利用の有無     □利用頻度 

   □利用理由  □サービスの満足度  □利用しない理由 

 

  【公共交通の利用可能性について】 

   □運転継続予定  □免許返納の可能性 

   □自動車を運転できない場合の交通手段 

 

  【公共交通の存続ついて】 

   □税金投入に対する意見 

   □今後の方向性 
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（３）調査結果 

 

１）世帯状況 

 

■世帯人員 

 

 

 

 

 

■世帯構成 

 

 

 

 

 

■自動車保有台数 

 

 

 

 

 

■免許保有者 

 

 

 

 

 

■運転免許ありで自動車のない人 

 

 

  

20% 41% 21% 10% 4%3%1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
1人

2人

3人

4人

5人

6人以上

無回答

２人世帯が突出して多く、４割を占

めている。また、単身世帯が１割を

占める。 

19% 35% 40% 4% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
一人住まい

夫婦のみ

子供や親族と同

居
その他

「子供や親族と同居」が最も高い割

合であり、４０％を占めている。 

ｎ＝936 

ｎ＝936 

27% 41% 15% 8% 9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
1台

2台

3台

4台以上

0台

「2 台」の保有台数が４割を超えて

おり、一人一台の傾向がうかがえ

る。 

23% 47% 13% 5%1% 11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
1人

2人

3人

4人

5人以上

無回答

「2 人」の保有者数が４７％と約半

数を占め、自動車保有台数と同様の

傾向である。 

ｎ＝936 

ｎ＝936 

7%

0%

0%

93%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
1人

2人

3人

0人

９３％が自動車をもっている一方

で、７％で自動車のない人がいる状

況である。 
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２）外出状況 

 

■目的別の移動状況 

【通勤・通学】              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

28%

43%

15%

6%

4%

1%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

村内

大町市

小谷村

長野市

松本市

穂高町

東京都

小川村

村
外

・村内移動は２８％に留まり、村外移動が多い。中でも、「大町市」への移動が４３％と

最も高い。 

・車での移動は 77％を占め、鉄道・路線バスの利用はわずか５％である。 

・悪天候時は、若年層や高齢者、免許不保持者での家族による送迎割合が高くなる。 

ｎ＝217 

悪天候時の手段変更 

移動先 

25.0%

1.8%

50.0%

21.4%

30.1%

18.0%

12.5%

25.0%

78.6%

68.1%

82.0%

87.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北東部ゾーン

北部ゾーン

中央ゾーン

神城西ゾーン

神城東ゾーン

ゾーン内 村内 村外

４．神城西ゾーン 

５．神城東ゾーン 

３．中央ゾーン 

１．北部ゾーン ２．北東部ゾーン 

4%

1%

74%

3%

0%

1%

1%

5%

10%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道

路線バス

自家用車（自分で運転）

家族の送迎車

電動カート

原付・バイク

白馬村乗合タクシー

自転車

徒歩

その他

移動手段 

ｎ＝840 
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【通院】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【買い物】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

村内移動は 65％であり、あずみ野病院が最も

多い。車での移動は 86％を占めている。 

村内移動は約 9 割であり、「ザ・ビック」

「A-coop ハピア」の２店で過半を占める。

 

４．神城西ゾーン 

５．神城東ゾーン 

３．中央ゾーン 

１．北部ゾーン ２．北東部ゾーン 

４．神城西ゾーン 

５．神城東ゾーン 

３．中央ゾーン 

１．北部ゾーン ２．北東部ゾーン 

3.6%

20.3%

17.2%

0.2%

11.9%

67.9%

46.6%

47.5%

65.5%

63.0%

53.5%

28.6%

33.1%

35.2%

34.3%

37.0%

34.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北東部ゾーン

北部ゾーン

中央ゾーン

神城西ゾーン

神城東ゾーン

平均

ゾーン内 村内 村外

7.0%

0.3%

3.7%

94.7%

89.2%

84.1%

86.0%

87.9%

85.7%

5.3%

10.8%

8.9%

13.7%

12.1%

10.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北東部ゾーン

北部ゾーン

中央ゾーン

神城西ゾーン

神城東ゾーン

平均

ゾーン内 村内 村外

19%

15%

11%

11%

4%

3%

2%

1%

10%

3%

8%

7%

2%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あづみ病院白馬診療所

横沢医院

栗田医院

白馬村内

神城医院

しんたにクリニック

神城地区

森上地区

あづみ病院

池田町

大町総合病院

大町市

松本市

信州大学医学部附属病院

長野市

村
内

村
外

移動先 

ｎ＝1231 

3%

1%

73%

13%

0%

0%

3%

2%

5%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道

路線バス

自家用車（自分で運転）

家族の送迎車

電動カート

原付・バイク

白馬村乗合タクシー

自転車

徒歩

その他

移動手段 

ｎ＝1441 

 

31%

25%

11%

6%

5%

4%

3%

2%

2%

1%

1%

5%

3%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ザ・ビック

A-coop ハピア

村内店舗

デリシア

白馬村内

アップルランド

白馬町内

深空地区

コメリ

北城地区

セブンイレブン

大町市

長野市

松本市

村
内

村
外

移動先 

ｎ＝1374 

 

1%

0%

79%

8%

0%

1%

2%

2%

7%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道

路線バス

自家用車（自分で運転）

家族の送迎車

電動カート

原付・バイク

白馬村乗合タクシー

自転車

徒歩

その他

移動手段 

ｎ＝1525 
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【趣味・娯楽】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【送迎】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）公共交通の利用状況 

【鉄道】 

 

 

 

 

 

  

41% 14% 16% 18% 7% 4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
ほぼ毎日

週に3～4回

週に1～2回

月に数回

年に数回

その他

「長野市」が３２％、「大町市」１２％をはじ

め村外移動が６割を占める。 

 

選択肢 回答数 構成比
直接学校、施設まで 73 97%
最寄りの駅まで 2 3%

計 75 100%

32% 68% 0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

出勤等に合わせて送迎

登校・登園のためだけに送迎

その他
ｎ＝148 

 

ドアツードアの送迎形態で、送迎だけの移

動が約７割を占める。また、多頻度の状況

であることも明らかである。 

ｎ＝162 

 

移動形態 

移動頻度 

1%1%4% 20% 74% 0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
ほぼ毎日

週に数日

月に数日

年に数日

ほとんど利用しない

その他

ｎ＝1479 

 

利用頻度 

4%3% 16% 9% 38% 30%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
通勤

通学

通院

買い物

趣味・娯楽

その他

利用目的 

ｎ＝631 

 

鉄道は、ほとんど利用

しないが３／４を占め

ており、通常時以外の

利用に留まっている。 

４．神城西ゾーン 

５．神城東ゾーン 

３．中央ゾーン 

１．北部ゾーン ２．北東部ゾーン 

2.3%

29.2%

5.3%

2.6%

17.0%

50.0%

50.6%

14.9%

48.1%

39.7%

30.1%

50.0%

47.1%

56.0%

46.6%

57.7%

53.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北東部ゾーン

北部ゾーン

中央ゾーン

神城西ゾーン

神城東ゾーン

平均

ゾーン内 村内 村外

8%
6%

5%
5%
4%

3%
3%
2%
2%
2%

32%
12%

9%
3%
2%
2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ウイング21
グリーンスポーツの森

白馬村

村内

八方尾根スキー場

あいんち

ゴルフ場

山

マレットゴルフ

白馬町

長野市

大町市

松本市

東京都

安曇野市

糸魚川市

村
内

村
外

移動先 

ｎ＝462 

 

3%

0%

78%

7%

0%

0%

1%

2%

5%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道

路線バス

自家用車（自分で運転）

家族の送迎車

電動カート

原付・バイク

白馬村乗合タクシー

自転車

徒歩

その他

移動手段 

ｎ＝868 
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【特急バス】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【路線バス】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高速バス】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一般タクシー】 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1513 

 
0%0%2% 21% 77% 0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
ほぼ毎日

週に数日

月に数日

年に数日

ほとんど利用しない

その他

2% 9% 3% 15% 46% 24%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
通勤

業務

通院

買い物

趣味・娯楽

その他

利用頻度 

利用目的 

ｎ＝523 

 

0%0%1% 98% 0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
週に数回

月に数回

年に数回

ほとんど利用しない

その他

ｎ＝1481 

 

利用頻度 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

業務

通院

買い物

趣味・娯楽

その他

計

11% 20% 3%7% 53% 5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
業務

観光

通院

買い物

趣味・娯楽

その他

利用目的 

ｎ＝129 

 

ｎ＝1493 

 

利用頻度 

利用目的 

ｎ＝510 

 

0%1% 20% 79% 1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
週に数回

月に数回

年に数回

ほとんど利用しない

その他

13% 16% 2%

6%

51% 11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
業務

帰郷

通院

買い物

趣味・娯楽

その他

ｎ＝1777 

 

利用頻度 

利用目的 

ｎ＝410 

 

0%2% 13% 71% 0% 13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
週に数回

月に数回

年に数回

ほとんど利用しない

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

業務

通院

買い物

趣味・娯楽

その他

計

1%

6%

14% 7% 51% 22%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
通勤

業務

通院

買い物

趣味・娯楽

その他

特急バスは、鉄道利用

と同様の傾向で、ほと

んど利用しないが３／

４を占めている。 

路線バスは、ほとんど

利用しない状況が顕著

に現れている。 

高速バスは、年に数回

利用する人が若干いる

だけで、ほとんど利用

されていない。 

一般タクシーも、村民

の利用はほとんどない

状況である。 
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【乗合タクシー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝1777 

 

認知度 

利用の有無 

ｎ＝1777 

 

64% 21% 14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
知っている

知らない

無回答

6%3% 72% 20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
利用している

以前利用したが、今は利用していない

利用したことはない

無回答

62% 6% 8% 5%

0%

1%

5%4% 8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
他に便利な移動手段があるから

徒歩や自転車で行ける範囲で用事が

済むから
利用方法がわからないから

事前登録が面倒だから

予約が取れないから

他人と相乗りしたくないから

利用時間と運行時間が合わないから

土曜、日曜、祝日に利用できないから

利用しな

い理由 

ｎ＝965 

 

・乗合タクシーの認知度は 64%とそれほど高くなく、年齢層が低い程認知度が低い。 

・利用したことがある人は約１割に留まっており、免許のある人の利用はほとんどない。 

・利用しない理由は、全体としては自動車利用によるところが大きく、免許のない人は、

利用時間の不一致をあげている。 

年
代
別 

免
許
有
無
別 

免
許
有
無
別 
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４）現在の公共交通の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）今後の公共交通について 

 

■公共交通の改善点について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公共交通の今後の存続について 

 

 

 

 

 

  

鉄道

特急バス

（白馬～

長野）

路線バス

（八方線,

栂池線

等）

高速バス

（白馬～

新宿）

一般タク

シー

白馬村乗

合タク

シー

合計

系列2 -0.5 0.0 -0.4 0.1 0.0 0.1 -0.1

-0.5 

0.0 

-0.4 

0.1 
0.0 

0.1 

-0.1 

-1.0

-0.8

-0.6

-0.4

-0.2

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

満
足
度
点
数

544

253

182

314

211

154

118

81

34

138

109

75

160

80

49

149

86

59

0 100 200 300 400 500 600 700 800

運行本数の増加

乗継の改善

特急・快速の増便

運賃の見直し

運行本数の見直し

運行時間の見直し

運行時間の見直し

路線の拡充

駅周辺の駐車場・駐輪場整備

運行本数の増加

運賃の見直し

駅周辺の駐車場・駐輪場整備

料金の見直し

割引制度の充実

配車駅の増加

土日祝日も利用できるようにする

運行時間を見直す

運行間隔を見直す

鉄
道

特
急
バ
ス

路
線
バ
ス

高
速
バ
ス

一
般
タ
ク
シ
ー

乗
合
タ
ク
シ
ー

改善点上位3位
（人）

3.7% 26.2% 15.6% 54.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通の

今後の存続

村の公共交通の仕組みは廃止する

サービス水準は下がっても、村が負担できる範囲で続ける

サービス水準の維持は必要であり、料金の引き上げで対応すべきである

サービス水準を保つため、村民全体で負担を考えていくべきである

公共交通の満足度は全体的に低く、

特に鉄道と路線バスに対する満足

度が低い。 

鉄道は運行本数、特急バス・タクシ

ーは運賃、路線バスは運行時間に対

する改善要望が強く、乗合タクシー

においては、土日運行の要望が高い

状況である。 

現在のサービス水準を保つために

は、村民全体で負担を考えるべきと

いう意見が半数を占めている。 



89 

 2．通園・通学者アンケート調査結果 

（１）調査概要 

① 調査対象：園児（幼稚園、保育園）、児童（小学生）生徒（中学校）の保護者、

高校生本人 

② 調査時期：平成３０年７月 

③ 調査方法：学校に協力要請し学校で直接配布・回収 

④ 配布回収状況：下表のとおり 

 

■配布回収状況 

調査対象 調査方法 配布数 回収数 回収率 

園児 
（保護者） 直接配布・回収 206人 147人 71.4％ 

小学生 
（保護者） 〃 324人 226人 69.7％ 

中学生 
（保護者） 〃 186人 90人 71.4％ 

高校生 〃 209人 199人 95.2％ 

合   計  925人 662人 71.6％ 

 

（２）調査項目 

□住まいの地区名 

□通園・通学時の移動手段 

□送迎状況 

□送迎する人 

□送迎理由 

□送迎方法の季節変動 

□送迎負担 

□改善して欲しい点 
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（３）調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■通園・通学の移動状況（居住地） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《しろうま保育園》 

白馬幼稚園は通

園ﾊﾞｽがある。 

《白馬幼稚園》 

・園児は約 8 割前後が保護者の送迎であるが、出勤等に合わせた送迎が比較的多く、送

迎の負担感は、他の送迎に比べ低い。 

・小学校は南北 2 校あるが徒歩圏を超える地区が多く、車の送迎が 35％前後を占め保

護者の負担感も高い。 

・中学生は自転車通学が多いが、車での送迎も 27％あり、負担に感じる割合は 70％

を占める。 

・高校生は鉄道利用が 18％を占め、車での送迎は 11％で登校時は父親が通勤に合わ

せて送迎している。 

・小学生以上では、冬場の安全確保等安全の観点から車で送迎しているのが目立つ。 

・低年層ほどスクールバスや一般用循環バスを望む割合が高い。 
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《白馬北小学校、南小学校》 《白馬中学校》 

《白馬高校》 

徒歩通学圏内 
（５ｋｍ） 

大町市 34

小谷村 17

その他 6

合計 57

村外

（５ｋｍ） 
徒歩通学圏内 徒歩通学圏内 

徒歩通学圏内 

（３ｋｍ） 

（３ｋｍ） 
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■通園・通学の交通手段         ■車での送迎理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■送迎する人              ■送迎形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■送迎に対する意識           ■希望する公共交通の形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.8%

13.4%

68.4%

61.5%

35.4%

29.8%

9.5%

7.5%

33.3%

39.5%

6.0%

3.5%

18.4%

0.3%

82.8%

73.1%

31.6%

37.7%

27.1%

11.0%

0.8%

0.7%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

しろうま保育園

白馬幼稚園

南小学校

北小学校

中学生

高校生

徒歩 自転車

送迎バス JR大糸線白馬駅から徒歩

JR大糸線白馬駅から自転車 自家用車（保護者の送迎）

その他

60.8%

29.2%

17.6%

17.3%

16.4%

21.1%

3.1%

0.5%

9.6%

5.3%

16.2%

24.6%

23.5%

27.6%

9.6%

10.5%

2.3%

13.8%

0.5%

4.1%

5.3%

10.8%

6.2%

23.5%

26.6%

30.1%

31.6%

10.0%

23.1%

35.3%

27.6%

30.1%

26.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

しろうま保育園

白馬幼稚園

南小学校

北小学校

中学生

高校生

他に利用できる交通手段がない 鉄道を利用すると時間がかかる

車の方が安全に通学できる 通園バスが不便なため

通学費用を負担しなくていい 冬季は雪が積もって危険なため

その他

20.7%

23.0%

10.7%

23.6%

23.7%

36.4%

71.1%

73.8%

71.4%

69.9%

61.0%

45.5%

3.3%

1.6%

7.1%

4.9%

3.4%

3.6%

4.1%

10.7%

1.6%

10.2%

10.9%

0.8%

1.6%

1.7%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

しろうま保育園

白馬幼稚園

南小学校

北小学校

中学生

高校生

父親 母親 祖父 祖母 その他

53.7%

43.6%

41.7%

29.8%

15.8%

34.8%

36.5%

42.4%

25.0%

16.2%

64.1%

36.1%

46.3%

56.4%

58.3%

70.2%

84.2%

65.2%

63.5%

57.6%

75.0%

83.8%

35.9%

63.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通園・登校時

帰宅・下校時

通園・登校時

帰宅・下校時

通園・登校時

帰宅・下校時

通園・登校時

帰宅・下校時

通園・登校時

帰宅・下校時

通園・登校時

帰宅・下校時

し
ろ
う
ま

保
育
園

白
馬
幼
稚

園
南
小

北
小

中
学
生

高
校
生

家族の出勤又は用事にあわせた送迎 通園・通学の為だけの送迎

9.6%

2.1%

24.0%

17.0%

20.5%

29.8%

25.0%

44.0%

47.7%

48.7%

60.6%

72.9%

32.0%

35.2%

30.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

しろうま保育園

白馬幼稚園

南小学校

北小学校

中学生

非常に負担に感じている 負担に感じている

負担には感じていない

42.4%

44.8%

34.7%

27.1%

27.3%

28.5%

30.7%

33.5%

9.1%

3.5%

5.0%

8.9%

21.2%

23.3%

29.7%

30.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南小学校

北小学校

中学生

高校生

村内の主要な場所から学校までを連絡するスクールバス

一般の人も利用できる村内の循環バス

現在運行している村の乗合タクシー（誰でも乗車可能となった場合）

利用しない
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 3．宿泊事業者アンケート調査結果 

（１）調査概要 

① 調査対象：宿泊事業者 

② 調査時期：平成３０年７月 

③ 調査方法：郵送による配布・回収 

④ 配布回収状況：下表のとおり 

 

■配布回収状況 

調査対象 調査方法 配布数 回収数 回収率 

宿泊事業者 
郵便による配布・

回収 
282人 103人 36.5％ 

 

（２）調査項目 

□施設形態 

□年齢 

□施設立地エリア 

□収容規模 

□宿泊客の形態 

□宿泊客の状況（利用者数、居住地、外国人割合、ピーク月） 

 

  



94 

■施設形態 

 

 

 

 

 

 

 

■経営者の年代 

 

 

 

 

 

 

 

■施設規模（部屋数） 

 

 

 

 

 

 

 

■宿泊利用者のタイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・宿泊施設の経営者は、60

歳代が最も多く、60 歳

代以上で６割超を占めて

おり、高齢化傾向が強く

現れている。 

・日本人客も外国人客も団

体旅行者に比べ、個人旅

行者が多く目立つ。これ

は、ペンション等の小規

模施設の多さにも起因し

ている。 

86%
22%

20%
34%

5%
3%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本人個人旅行者

日本人団体旅行者（学生）

日本人団体旅行者（一般）

外国人個人旅行者

外国人団体旅行者

その他

無回答

・宿泊施設の形態は、ペン

ションが最も多く、約４

割超を占め、ロッジや民

宿をあわせた小規模施設

は約２／３を占める。 

10.7% 18.4% 38.8% 9.7% 15.5% 6.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ホテル 旅館 ペンション ロッジ 民宿 その他

2.9%

15.5% 18.4% 29.1% 22.3% 10.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

44.7% 39.8% 11.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

10室未満 10室以上20室未満 20室以上50室未満

50室以上100室未満 100室以上

・10 室未満の施設が約

45％、20 室未満を含め

ると約 85％を占めてお

り、小規模施設の多い状

況が顕著である。 
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■外国人旅行者の利用状況（増減） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■宿泊客の利用交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

69.8%

73.2%

17.5%

16.1%

12.7%

10.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5年前と比較

10年前と比較

外国人旅行者の増減について

増えた 変わらない 減った

8.7%

8.1%

4.3%

14.1%

2.2%

9.1%

9.8%

5.1%

68.5%

57.6%

3.3%

3.0%

1.0%

1.1%

2.2%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

夏シーズン

冬シーズン

宿泊客の利用交通手段

鉄道 高速バス 路線バス 観光バス 自家用車 レンタカー タクシー 二輪車 その他

・外国人宿泊客数は増加傾

向にあるが、宿泊事業者

の肌でも感じられている

ような状況である。 

・宿泊者の利用交通手段は、

自家用車が最も多く、冬

期は自家用車がやや減り

高速バスや路線バス利用

が増加する。 
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第４章 地域公共交通の問題点・課題 

 １．白馬村地域公共交通総合連携計画の検証 

（１）基本方針 

前計画に位置づけられる「白馬村地域公共交通総合連携計画平成 21 年３月（第１回変更：

平成 22 年 2 月）」は、平成 21 年度～平成 23 年度の 3 ヵ年を計画期間として策定されてい

ます。その基本方針等は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『白馬の里にひと集い くらし健やか むらごと自然公園』の基本理

念に基づく交通政策により、「快適で安らぎのある生活環境を築く」 

基本方針 1 

 公共交通を必要とする人

のニーズに応えた交通体系

を構築し、安心して暮らせる

白馬村を目指す。 

 

基本方針２ 

 村（行政）と村民と事業者

がそれぞれの役割を自覚し、

協働することによって生活

交通の充実を図る。 

 

基本方針３ 

 白馬村の地域資源を活か

した、元気な観光交通システ

ムをつくる。 

高齢者を中心とした村民の日常の移動活動

（通院や買物）を優先し、デマンド型乗合タ

クシーの運行計画を実証することにより、そ

の評価・検証を行うとともに、乗合タクシー

による交通体系の整理を図る。 
 

デマンド型乗合タクシーの運行にあたり、予

約制のメリットを活用して、多くの村民や事

業者が参加できる協議の場を設け、運行体制

の改善に努める。 

長期滞在型の外国人観光客や国内観光客が、

安心して快適に利用できる村内の移動手段と

して、宿泊施設と飲食店、スーパーやコンビ

ニエンスストア等を結ぶ村内循環バスの整備

により、快適に過ごせる観光交通システムを

構築する。 

基 本 方 針 目 標 

【基本方針】 
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（２）現時点での検証 

現時点において、各種施策の実施状況を評価すると次のとおりです。 

デマンド交通の導入は計画どおりに実行されていますが、観光交通については、各施設サー

ビスに委ねられており、体系的なサービス提供にまでは至っていません。また、通園・通学バ

ス等の課題が明らかになっています。 

 

基本方針 導入事業・施策 評  価 

①公共交通を必要とす

る人のニーズに応え

た交通体系の構築 

デマンド型乗合タクシー デマンド型乗合タクシーを

運行している。 

○ 

保育園児送迎乗合タクシ

ー 

保育園児送迎乗合タクシー

を運行したが、利用者の減少

に伴い廃止した。 

▲ 

②村（行政）と村民と事

業者がそれぞれの役

割を自覚し、協働 

多くの村民や事業者が参

加できる協議の場の設置 

公共交通会議を定期的に実

施している。 

○ 

③地域資源を活かした、

元気な観光交通シス

テムの導入 

外国人観光客や国内観光

客が、安心して快適に利用

する村内循環バスの整備 

民間施設による運行サービ

スが実施されているが、相互

間の連携がされていない。 

△ 

○：実施した △：実施したが不十分 ▲：廃止した 
 



98 

【目標達成のための事業の推移】 

 （１）乗合タクシーの実証運行事業 

  ①デマンド型乗合タクシー 

運行目的 主に高齢者や運転免許を持たない移動制約者の買物、通院などの交

通確保と社会参加を図る。 

期待される効果 ・村内高齢者等への公平な公共交通サービスの提供 

・コストバランスのとれた事業としての期待 

・利便性が高く、家族に依存せずに外出機会が増加 

・商店街への集客等地域の活性化 

・村内タクシー事業者の車両の有効利用 

事業の検証 ・30 歳代、50 歳以上の登録者の 30％以上が利用 

・収入を差引いた村の負担額は年間 1 千万円程度で推移 

・利用目的は、通院と買物、飲食が多く、高齢者の外出に寄与 

・冬期は乗客数も増え、予備車両も運行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 29 年度デマンド型乗合タクシー運行事業運行状況報告書  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

90歳代

100歳代

全体

登録者の利用割合

利用 未利用

H24 H25 H26 H27 H28 H29年度

利用人数 8,085 8,051 7,729 8,081 7,855 6,898

負担額 9,138 9,049 9,699 9,537 9,778 10,170

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

年間利用人数と村の負担額
（人） （千円）
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  ②保育園児送迎乗合タクシー 

運行目的 保育園から著しく遠い地区の保護者の送迎負担軽減 

期待される効果 ・保護者負担の軽減と費用負担の公平化 

・安定した就労・雇用の確保 

・園周辺混雑の緩和 

・児童の安全確保、送迎の安心感確保 

事業の検証 ・対象園児数は 10 人に満たなく、登録している園児数は平成 25 年

度以降 3 名、平成 29 年度には 2 名 

・利用者が減少しても運行経費は年間 150 万円以上 

・保育園統合時の条件として神城地区の一部の地区に対してだけ送迎

サービスを実施することは、公平性を欠く 

・以上より、平成 30 年 3 月で廃止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：しろうま保育園園児送迎サービスの廃止について（子育て支援課） 

 

  

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
H29

年度

対象園児数 9 8 6 3 4 6 5 8 8 7

利用率 100.0 87.5 100.0 100.0 100.0 50.0 60.0 37.5 37.5 28.6

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

0

5

10

15

20

対象園児数と利用率
（人） （％）

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
H28年

度

利用人数 2,675 2,252 1,270 1,123 1,073 1,015 1,066 627 544

負担額 1,202 1,294 1,388 1,447 1,366 1,401 1,498 1,493 1,663

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

年間利用人数と村の負担額
（人） （千円）
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 （２）公共交通利用促進に向けた環境整備・地域との協働体制に向けた事業 

事業内容 村民に対する情報発信、ＰＲ等による公共交通利用への関心の向上 

期待される効果 ・村民参画による柔軟で迅速な対応と村民の要望の反映 

・行政、交通事業者等の意識改革 

・交通政策と村づくり政策の一体的な展開 

・自主性や創意工夫をもった最適な生活交通の実現 

・過度な自動車依存から積極的な公共交通の利用 

・利用者ニーズに対応した質の高いサービスの提供 

事業の検証 ・「白馬村地域公共交通会議」を法定協議会と同様に位置づけ、関連事

業の計画を策定 

・関連事業については検討委員会の開催等により運行計画の見直しを

実施 

・これらの経緯については、村のホームページで情報発信を実施 

 

 （３）観光交通システム構築事業 

運行目的 観光客と地域住民のニーズに対応した複合的な村内移動手段の確保 

期待される効果 ・外国人観光客の村内移動の利便性向上 

・地域住民の村内移動の利便性向上 

事業の検証 ・路線、料金等を見直しながら平成 25 年度以降は 12 月～2 月の利

用者数は 1.2 万人前後で推移 

・収支差額は、平成 25 年度以降マイナス分 500 万円前後で推移 

・利用者は外国人が 95％を占め、外国人には好評 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       H24 は、レッドライン休止 

出典：元気号ナイトシャトルバス総合報告書 

 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

利用人数 12,548 10,265 10,156 9,511 12,897 12,618 12,931 10,174

収支差 6,682 7,301 2,950 4,446 5,580 5,180

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

17,500

20,000

年間利用人数と収支差額
（人） （千円）
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 ２．地域公共交通の課題 

 これまでの検討結果を踏まえ、地域公共交通の問題点、課題を整理します。 

 

【地勢・気象】 

・生活エリアが姫川沿いの盆地に南北に長く広がるが、東側に集落が点在する。 

・特別豪雪地帯に指定され、冬期には 1ｍを超える積雪がある。 

【人口動向及び流動】 

・人口減少、少子高齢化が顕著であり、15 歳未満人口が全人口の 12％、高齢者単身世

帯数は全世帯の 8％である。 

・中山間地の集落は人口減少が著しく、世帯数が 10 世帯未満、65 歳以上高齢者の割合

が 40％を超える地区もある。 

・村内の外国人は、500 人を超え、全人口の 6％を超えている。 

・就業人口が減少する中、第 1 次産業人口の減少と第 3 次産業の増加、特に「宿泊業、

飲食サービス業」従事者が全体の 3 分の 1 を占めている。 

・通勤者は村内が 80％を超えて大半を占める傾向が変わっていないが、通学者は村内が

45％で、長野市や松本市への流出が増加している。 

・買物は、買回り品で長野市への依存が目立ち、大規模スーパーや専門スーパーでの買

物が半数以上を占めている。 

【主要施設の立地状況】 

・村民の生活関連用品を扱う店舗は、国道 148 号沿線の比較的規模の大きな商業施設に

限られ、自動車を利用せざるを得ない場所に立地している。 

・高校、中学、幼稚園、保育園など白馬駅周辺に集中しており、移動手段を持たない子

供達は親や家族の送迎に頼らざるを得ない状況にある。 

・村内に総合病院は無く、緊急時には大町市や池田町まで行く必要がある。 

 

 

《上記現況からの課題》 

・自動車を利用せざるを得ない場所に様々な都市施設が立地しており、高齢化により車

の運転ができなくなった場合や冬期の積雪時に車の使用が難しい場合など、移動の自

由が阻害される。 

・中山間地の集落は、少子高齢化により集落自体の存続が危ぶまれ、村全体の人口も

2050 年には 1970 年の水準まで落込むことが予想される。村の存続のためには、生

産年齢人口を厚くする施策が必要であり、若者の移住や定住を促進するための都市基

盤、生活環境、交通環境の改善が必要である。 

 

 

 

 



102 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

32 37
71

90

127

180 173

278

0

100

200

300

400

500

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

高齢者単身世帯数(人）

全世帯の 8％ 

 

1,367

1,680 1,659
1,588 1,544

1,374

1,142
1,064

0

500

1,000

1,500

2,000

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

15歳未満人口(人）

全人口の 12％ 

0

93

117
130

118

0
0

25

50

75

100

125

150

175

200

11月 12月 1月 2月 3月 4月

最深積雪（平成27年）白馬地域気象観測所(cm)
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● 教育施設
● 医療機関
● 金融機関
● 商業施設

施設凡例

主要施設の分布状況 

白馬村内就業者

（4,885人）

の81.6％（3,985人）

が村内で就業

白馬村

小谷村

長野市

大町市

松本市

安曇野市

池田町
松川村

その他県内

県外

181
217

74

63

23

60

30

69

404368

39

2728

47

16

40

1734

白馬村内通学者

（367人）

の43.6％（160人）

が村内に通学

白馬村

小谷村

長野市

大町市

松本市

安曇野市

池田町
松川村

その他県内

県外
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43

3
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22

1

5743

19

27

7

7

通勤・通学流動（平成 27 年国勢調査） 
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サービス業（他に分類されないもの）

教育，学習支援業

公務（他に分類されるものを除く）

複合サービス事業

不動産業，物品賃貸業

学術研究，専門・技術サービス業

電気・ガス・熱供給・水道業

金融業，保険業

情報通信業

鉱業，採石業，砂利採取業

産業分類別人口

2015年

n=4,765人

（人）
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【観光動向】 

・村内には山岳の地形やパウダースノーなどの豊かな地域資源があり、登山やスキーを

中心にスポーツツーリズムが発展してきた。 

・観光入込数は、平成 20 年の年間 250 万人を最高に横ばい傾向を続けている。 

・観光入込数が多いのは、冷涼な気候から夏休みの 8 月と冬期の 12 月～3 月であり、

これら 5 か月で全体の 70％が集中している。 

・宿泊施設は、1970 年代以降スキー客を対象に村外から流入した民宿やペンションな

どが多いが、個人経営で経営者の高齢化も進んでいる。 

・観光エリアは、スキー場を中心に 8 つのエリアに分かれ、美術館や温泉、アウトドア

施設など冬期以外にも観光資源として活用できる施設があるが、範囲が広く観光客に

とってわかりにくい。 

・観光入込客の 3 分の 2 は県外からの観光客で、4 分の 3 は宿泊客である。 

・外国人旅行者は、平成 25 年以降の全国的なインバウンド旅行者の増加に合わせるよ

うに急増し、平成 28 年には 10 万人を超えている。 

・白馬村の特徴は、スキー目的のオセアニア地域からの旅行者が多いことである。 

・外国人旅行者は滞在期間が長く、他の町のスキー場や観光地を訪れる人も多い。泊食

分離で外食することも多いが、村内には飲食施設が少なく限られた施設に集中するこ

ともある。 

・平成 28 年から HAKUBA VALLEY として隣接スキー場も含めた共通シーズンパス

が発売されたが、特に外国人スキーヤーにとっては、スキー場間の連携が望まれる。 

 
 

《上記現況からの課題》 

・観光産業は白馬村の地域経済を支える基幹産業であり、若者の雇用機会を確保するた

めにも地域資源を活用した競争力の強化と安定化が必要である。 

・観光入込数は近年横ばい傾向にあるが、長期的にみると少子高齢化による人口減少に

より減る可能性もあり、季節変動の分散化が必要である。 

・外国人旅行者の増加による滞在スタイルの変化に対して、各種施設及び公共交通手段

としての対応が必要である。 

・宿泊施設の多くが独立営業であり、個人経営している施設の効率的な運営に向け、エ

リア全体での機能の共通化等、地域での協力体制の確立が必要である。 

・スキーシーズンと夏の一時期への観光需要の集中を改善し、安定的な雇用の創出を図

る必要がある。 
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【各公共交通の概況】 

①鉄道 

・首都圏から大北地域を結ぶ鉄道利用者が、北陸新幹線で長野駅から路線バスに乗り継

ぐルートに移行したため、新宿方面からの直通列車が減少した。 

・白馬駅を除くと駅からの二次交通が整備されておらず、1 日の乗車人数が 50 人に満

たない駅がほとんどである。また、駅での情報提供が不足している。 

②バス 

・路線バスは観光地を連絡する猿倉線、八方線、栂池線があるが、観光路線であり、村

民が村内を自由に利用できる一般路線バスはない。 

・高速バス（白馬～新宿線）、特急バス（長野～白馬）は一般村民の利用もあるが、観光

客利用が目立ち、高速バスは 8 月と冬期、特急バスは冬期の観光利用が多い。 

・その他のバスとして、冬期にスキー場間および村内駅、宿泊施設、飲食店等を連絡す

る循環型のバスがあるが外国人の利用が多く、一般村民の利用は少ない。 

・季節ごとに運行路線や運行本数が異なり、特に冬期は類似した路線が混在しており、

利用者にとって非常にわかりにくい。 

➂タクシー 

・駅前に常駐している駅は白馬駅のみである。 

・冬期の外国人の多い時期は、駅のタクシーが不足し長時間タクシー待ちが生じている。 

④デマンド型乗合タクシー 

・登録者、利用者ともに伸び悩んでいるが、70 歳代、80 歳代を中心に高齢者の重要な

足となっている。利用者から利用年齢の拡大、利用日時の見直し等を望む声がある。 

・20％を下回る収益率の改善も継続のためには必要である。 

 
 

《上記現況からの課題》 

・体系的な公共交通が構築されておらず、既存の鉄道、バス、タクシーの連携がとれて

いない。そのため、村内住民や観光客が村内を移動する際にどのように組み合わせれ

ば目的地へ行けるかがわかりにくい交通体系となっている。 

・白馬駅は、村の玄関口ともなっており、南部の中心駅である神城駅とともに交通結節

点としての機能の強化が必要である。 

・村内の観光地を周遊連絡するバスは、利用者にわかりやすい路線形態を考え、また、

外国人にもわかる案内情報提供手段を検討する必要がある。 

・高齢者以外の交通弱者の移動、例えば親の負担を軽減する通学時の移動手段の確保等 

 について、既存のデマンド型乗合タクシーの見直しを含めて検討する必要がある。 
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 【冬期にスキー場間で運行されているバス】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

Ｎｏ 名称 事業者 主要連絡施設 料金

①
ナイトシャトルバス

（元気号）
白馬村
観光局

・岩岳ゴンドラ
・咲花ゴンドラ
・八方ゴンドラ
・エスカルプラザ
・新田水車小屋
・白馬八方バスターミナル
・白馬駅
・神城駅

・大人・小児一律1回300円
　未就学児童（6歳未満）無料

②
THE HAKUBA

VALLEY SHUTTLE
BAS

一般社団法人
HAKUBA
VALLEY

索道事業者
プロモーショ

ンボード

・白馬コルチナスキー場
・栂池高原スキー場
・白馬八方尾根スキー場
・白馬五竜エスカルプラザ
・爺ガ岳スキー場
・白馬八方バスターミナル

・おおまち号（無料）
・こなゆき号（1回大人500円、小児250
円）
・白馬五竜～白馬駅～栂池高原号
（1回乗車500円、小児250円）
HAKUBA VALLEY共通リフト券を持って
いる場合、チケットの提示で無料

③
HAPPO SHUTTLE

BUS
八方尾根開発

・岩岳ゴンドラ
・咲花ゴンドラ
・栂池ゴンドラ
・八方ゴンドラ
・新田バスターミナル
・白馬八方バスターミナル

・スキー場利用客のみ限定
　　無料

④

白馬五竜スキー場＆
Hakuba47ウイン

タースポーツパーク
シャトルバス

白馬五竜観光
協会

・エスカルプラザ
・いいもりゲレンデ
・Hakuba47

・無料

①ナイトシャトルバス 
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外国人 11,509 9,112 9,228 8,966 12,355 12,045 12,088 9,627
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（人/年）
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●第 5 次白馬村総合計画（平成 28 年 12 月） 

□日常の住みよさの確保（村内の移動手段の確保） 

・現行のデマンド型乗合タクシーとナイトシャトルバスの運行を継続しながら、子ど

もや高齢者などの移動支援や観光客の二次交通を含めた村内の公共交通について、

交通事業者や関係団体と協議・研究し、高齢者や子どもの交通事故防止、環境保全、

利便性向上を目指す 

□高齢者福祉（生活支援サービスの体制整備） 

・乗合タクシーについて利用者アンケートを実施し、運行計画の見直し等利便性の向

上に努めるとしています。 

●白馬村総合戦略（平成 27 年 12 月） 

□地域の特色を生かした観光振興の推進（グリーンシーズンの観光振興） 

・白馬大雪渓の観光への活用（白馬駅～大雪渓への道路拡幅と電気自動車乗り入れな

ど） 

□地域の特色を生かした観光振興の推進（観光業の体力強化に向けた計画の推進） 

・白馬バレー（大町・白馬・小谷）として一体性強化のためのシャトルバスの整備 

・冬のタクシー不足解消のためのシェアライディングシステムの導入 

●白馬のまちづくりマスタープラン（平成 15 年 3 月） 

□地域づくり構想の将来像として次のようなまちづくりを目指している 

・大町市や松本市方面及び長野市方面との交通特性を活用したまちづくり 

・小谷村や日本海側方面との交通特性を活用したまちづくり 

・白馬駅の交通利便性を最大限に活用したまちづくり 

・観光市街地と白馬駅の中心市街地を連携する白馬のブランドまちづくり 

●都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（平成 28 年） 

□交通体系の整備方針の中で、公共交通の整備方針を示している。 

・拠点の玄関口となる三つの駅（白馬駅、神城駅、信濃森上駅）周辺は、良好な環境

の維持あるいは必要に応じ改善を進める。 

・市町村、関係団体、事業者等と協力して利用促進に取り組み、観光キャンペーンの

実施や観光列車の導入、鉄道そのものを観光資源としてとらえる取組等を積極的に

展開し、沿線住民以外の利用を増やし、存続を維持する。 

・あわせて集落地との円滑な接続を考慮した道路整備を進めるとともに、高齢者の

「足」の確保のためのデマンド型乗合タクシー事業を継続して実施する。 

 

 



110 

 ３．移動実態と移動上の問題点と課題 

 これまでの検討結果を踏まえ、移動実態と移動上の問題点、課題を整理します。 

 （１）村民の移動実態と移動上の問題点と課題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【村民の移動上の問題点】 

・村民が利用できる公共交通は、JR 大糸線と乗合タクシー（基本 50 歳以上）、路線・

特急バスなどがある。 

・冬のスキーシーズンは、スキー場のシャトルバス等が運行するが外国人旅行者の利用

がほとんどである。 

・乗合タクシーは村内の人口集積地をカバーするが、事前登録、予約が必要である。赤

字分を村が補填している。 

・利用者からは土日等の運行日の変更や最終便の時刻変更等が望まれている。 

・鉄道は運行本数が少なく、冬期とそれ以外の時期の利用者数に大きな格差がある。白

馬駅以外の利用者は非常に少ない。 

・村内の主要施設が国道沿線にあり、利用のほとんどは自家用車で移動しており、公共

交通の満足度は全体的に低い。 

・現在のサービス水準を保つためには、村民全体で負担を考えるべきという意見が半数

を占める。 

・乗合バス利用者の中で、若い人ほど巡回バスの希望者が多い。 

【移動上の課題】 

・村民が日常的にいつでも利用できる公共交通網体系の確立 

・乗合タクシーの利用促進、そのための運行日、運行時間等の見直し 

・利用者の行動を考慮した鉄道の運行及び乗換等の利便性向上 

・公共交通全体のサービス水準の向上と村民負担の検討 

・乗合タクシーの対象とならない交通弱者の公共交通の確保 

・村内を巡回するバスの検討 
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【デマンド型乗合タクシーの実態】          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利用者アンケート結果(H29.11) 
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運行曜日に対する評価

利用する 利用しない 無回答

●運行日 

月～金曜日 

午前 午後
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9:15 13:40
10:30 15:00
11:30 16:00

南北各発時刻

42.9% 34.7% 22.4%
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最終便

の運行時刻

（16：00）

最終便の運行時刻に対する評価

今のままで良い もっと遅い方が良い 無回答

新田

白馬町

飯田

佐野

利用動線 

（Ｈ29.6 月） 
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利用料金

運行便数

主な運行内容に対する評価

とても良い 良い 普通 悪い とても悪い

H24 H25 H26 H27 H28 H29

収入 2,335 2,279 2,155 2,302 2,172 1,872

支出 11,473 11,329 11,854 11,839 11,949 12,043

収益率 20.4 20.1 18.2 19.4 18.2 15.5
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【鉄道および路線バスの現況】 
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施設凡例
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7 46
8 00
9
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17 18
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19 25 41
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21 45
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赤字：特急　青地：快速
斜体は運転日注意

■白馬駅平日時刻表

■村民アンケート結果 
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 （２）通園・通学者の移動実態と移動上の問題点と課題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【通園・通学者の移動上の問題点】 

・園児は約 8 割前後が保護者の送迎であるが、出勤等に合わせた送迎が比較的多く、負

担感も他より低い。 

・小学生は南北 2 校あるが徒歩圏を超える地区が多く、車の送迎が 35％前後を占め保

護者の負担感も高い。 

・中学生は自転車通学が多いが、車での送迎も 27％あり、負担に感じる割合は 70％

を占める。 

・高校生は鉄道利用が 18％を占め、車での送迎は 11％で登校時は父親が通勤に合わ

せて送迎している。 

・小学生以上では、冬場の安全確保等安全の観点から車で送迎しているのが目立つ。 

・低学年ほどスクールバスや一般用循環バスを望む割合が高い。 

【移動上の課題】 

・小学生の徒歩圏外通学者の移動手段確保 

・母親に依存した車での送迎環境の改善 

・冬期における通学の安全性確保 

・通学時の鉄道を活用した移動利便性向上 

・新たな公共交通による通園・通学移動手段確保の検討 
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徒歩圏（600ｍ）

徒歩圏（600ｍ）

自転車圏（1500ｍ）

徒歩圏（600ｍ）

自転車圏（1500ｍ）

徒歩圏（600ｍ）

【通園・通学者の居住地分布】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1~4人
5～9人

10～19人
20人以上

凡　例

《しろうま保育園》 《白馬北小学校、南小学校》 

1~4人
5～9人

10～19人
20人以上

凡　例

白馬幼稚園は通

園ﾊﾞｽがある。 

《白馬幼稚園》 

1~4人
5～9人

10～19人
20人以上

凡　例

自転車圏（1500ｍ）

徒歩圏（600ｍ）

自転車圏（1500ｍ）

徒歩圏（600ｍ）

《白馬中学校》 《白馬高校》 

1~4人
5～9人

10～19人
20人以上

凡　例

1~4人
5～9人

10～19人
20人以上

凡　例

大町市 34

小谷村 17

その他 6

合計 57

村外
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■通園・通学者アンケート結果  
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その他
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他に利用できる交通手段がない 鉄道を利用すると時間がかかる

車の方が安全に通学できる 通園バスが不便なため

通学費用を負担しなくていい 冬季は雪が積もって危険なため

その他

通園・通学交 通手段 車での送迎理由 
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非常に負担に感じている 負担に感じている

負担には感じていない

車での送迎に対する意識 

42.4%
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南小学校
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中学生

高校生

村内の主要な場所から学校までを連絡するスクールバス

一般の人も利用できる村内の循環バス

現在運行している村の乗合タクシー（誰でも乗車可能となった場合）

利用しない

望む公共交通 
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 （３）観光客の移動実態と移動上の問題点と課題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観光客の移動上の問題点】 

・観光入込数は、8 月と冬期のスキーシーズンに集中している。 

・冬期はスキー目的の外国人、特にオセアニア方面からの旅行者が急増しており、既存

公共交通で対応しきれていない。 

・外国人旅行者は、泊食分離の人が多く、宿泊先と村内の飲食施設との移動に不便を感

じている。 

・ナイトシャトルバスは、一般旅行者も利用できるが、外国人がほとんどを占め、日本

人は利用しづらい環境にある。 

・夏を中心としたグリーンシーズンには、路線バスや巡回バスが運行し、白馬駅や観光

拠点での利用が多い。 

・宿泊施設の経営者は高齢化が進んでいる。外国人宿泊客の増加傾向は顕著であるが、

個人旅行者が目立つ。 

・宿泊者の利用交通手段は、自家用車が最も多く、冬期は自家用車やや減って高速バス

や路線バス利用が増加する。 

・観光客が利用できるバスは、通年利用できるものは限られ、また路線も重複しており、

 

【移動上の課題】 

・観光客が年間を通じて利用できる公共交通網体系の確立 

・観光客にわかりやすい路線形態、情報提供、料金体系の検討 

・外国人と日本人が共存できる公共交通の検討 

・外国人の滞在スタイルに合わせた公共交通の検討 

・観光需要の分散に寄与する公共交通の検討 

・施設別観光入込数や公共交通利用者数等の一元的な管理及び情報提供 
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【観光客が利用する主なバスの移動実態】 
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花三昧バス

路線凡例

種別 運行時期 乗車料金

特急バス 通年 長野～白馬、片道大人1,800円
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ｱﾙﾍﾟﾝﾗｲﾅｰ 6月～10月 500円～2,000円

ﾅｲﾄｼｬﾄﾙ 12月～2月 300円、未就学児童無料

ﾊｸﾊﾞﾊﾞﾚｰｼｬﾄﾙ 12月～3月 無料

花三昧バス 7月～8月 大人1,000円、小人500円（1日フリー）

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

白馬村観光入込数の月変動

H29 H28 H27 H26 H25
（人/年）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

外国人観光宿泊者数の推移

アジア 北アメリカ ヨーロッパ オセアニア その他
（人/年）

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

全利用者数 12,548 10,265 10,156 9,511 12,897 12,618 12,931 10,174

外国人 11,509 9,112 9,228 8,966 12,355 12,045 12,088 9,627

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

17,500

20,000

ナイトシャトルバスの利用者数の推移

全利用者数 外国人
（人/年）

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

姫
川
源
流

エ
ス
カ
ル

白
馬
五
竜

農
カ
フ
ェ
白
馬

白
馬
駅

八
方
Ｂ
Ｔ

八
方
ゴ
ン
ド
ラ

和
田
野

倉
下
の
湯

岩
岳
ゆ
り
園

せ
せ
ら
ぎ
の
里

瑞
穂

白
馬
４
７

花三昧バス乗降場所別乗降人数(H29年度）

乗車 降車（人/年）

1,797

2 1

883

7 3 2 2 2
43

1 7 0 0 1 1 0 0 2 2 0 00 6 1

748

15 18 0 0 12
54

0 27 0 6 26 9 18 58

1,589

119
8 42

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

白
馬
駅

八
方
口

ハ
イ
ツ
前

八
方

倉
下
の
湯

岩
岳
新
田

新
田
口

新
田

西
山
ス
キ
ー
場

岩
岳
ス
キ
ー
場

切
久
保

特
急
切
久
保

楠
川

東
京
海
上
山
荘

特
急
落
倉/

地
蔵
前

落
倉

松
沢

松
沢
口

栂
池
高
原

白
馬
乗
鞍

里
見

コ
ル
チ
ナ

路線バス栂池線（白馬発栂池行き）バス停別乗車人数

乗車 降車

（人/月）



118 

【宿泊施設アンケート結果】  
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 ４．まちづくりの観点からの問題点と課題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まちづくりの観点からの問題点】 

・少子高齢化の進展、地域のつながりの希薄化、外国人居住者の増加などの社会環境の

変化が進んでいる。 

・高齢者人口のさらなる増加に対し、医療体制の充実、高齢者や障がい者を支援する仕

組みづくりが求められている。 

・観光産業は白馬村の基幹産業であるが、季節変動が激しく、年間を通じた安定した雇

用ができない。 

・小規模家族経営の民宿やペンションでは、後継者不足から廃業するところが増加して

いる。 

・共働き家庭やひとり親家庭など子育て環境が多様化している中で、母親が子供を学校

へ送迎するのが負担になっている。 

・将来のＵターンやＩターンによる若い世代の活躍を支える村内の移動は車への依存が

高い。 

・白馬村の美しい自然や山岳を中心とした景観はかけがえのない財産である。 

・各集落に残っている歴史文化や田園風景、里山についても保全していく必要がある。 

・新たな観光拠点となる道の駅や図書館の整備に合わせ、村民だれもが利用できるよう

公共交通の確保が必要である。 

【まちづくりの観点からの課題】 

・広域交流軸である JR 大糸線の存続と機能強化 

・白馬駅、神城駅、信濃森上駅などの拠点へのアクセス強化 

・白馬駅と八方地区、みそら野地区を結ぶ地区の移動円滑化 

・魅力的な観光の街となるような公共交通の確保、案内誘導の充実 

・集落や里山を存続するための公共交通の確保 

・村内観光拠点、交流拠点を周遊する公共交通の再検討 
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【第 5 次白馬村総合計画の基本目標と公共交通の課題】 

《公共交通の課題》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本理念】 

白馬の豊かさとは何か 

－多様であることから交流し学びあい成長する村－ 

【基本目標】 

  視点        4 つの基本目標 

 ●暮らし    『安心してみんなが暮らせる村』 

       ●産 業    『新しい仕事をつくりだす村』 

       ●ひ と    『一人ひとりが成長し活躍できる村』 

       ●自 然    『魅力ある自然を守る村』 

暮らしの視点 年をとっても車に頼らず安心して移動できる 

産業の視点 外国人や一般旅行客が快適に移動できる 

ひとの視点 女性や子供が安心して負担なく移動できる 

自然の視点 環境にやさしい公共交通で豊かな自然を守れる 
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【白馬村のまちづくりマスタープランと公共交通の課題】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広域交流の連携強化 

と中心市街地の形成 

都市内の移動円滑 

と観光市街地の連携 

自然環境との共生 

と自然景観の活用 

《公共交通の課題》 

・JR 大糸線の広域交流軸としての機能強化 

・白馬駅及び周辺市街地へのアクセス強化 

・市街地周遊軸を活用した公共交通流動の促進 

・神城駅、信濃森上駅周辺へのアクセス強化 

・白馬駅と市街地交流軸のアクセス強化 

・観光市街地へのアクセス強化 

・集落へのアクセス改善 

【新たな拠点施設の整備】 

・新たな道の駅を核とした交流拠点 ・まちづくりに役立つ新図書館 
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 ５．調査分析による問題点・課題の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域概況からの課題】

①高齢化による免許返納時や冬期積雪時等、車が運転できない場合の移動の確保 ①園児・学生 保育園・幼稚園 ・家族の自動車による送迎負担の軽減

②中山間地の集落存続のため若者の移住や定住を促進するための交通環境の改善

【観光動向からの課題】 小学生 ・徒歩圏外からの通学児童の移動手段の確保

③村の基幹産業である観光産業の競争力強化と安定化

④観光入込数の減少に対する季節変動の分散化 中・高校生 ・冬期の積雪時における自転車や徒歩による通学生徒の移動手段の確保

⑤外国人旅行者の滞在スタイルに合わせた公共交通手段の対応

【各公共交通の現状の課題】 全体 ・家族の自動車による送迎負担を軽減する移動手段の確保

⑥村内住民にも観光客にもわかりやすい公共交通体系の整備

⑦白馬駅、神城駅等の交通結節点としての機能強化 ②大人

⑧複数の観光地を周遊連絡するバスの重複、複雑な路線形態の見直し

⑨外国人観光客にわかりやすい案内情報提供手段の検討

⑩父兄等の車による送迎の負担を軽減する通学時等の移動手段の確保

【村民の移動上の課題】

⑪移動制約者以外の村民もいつでも利用できる公共交通網体系の確立

⑫乗合タクシーの利用促進、そのための運行日、運行時間等の見直し 自力で移動が困難な人 ・年齢にかかわらず移動困難になった時の移動手段の確保

⑬利用者の移動を考慮した鉄道の運行及び乗換等の利便性向上

⑭公共交通全体のサービス水準の向上と村民負担の検討

⑮乗合タクシーの対象とならない交通弱者の公共交通の確保 ➂国内観光客

⑯村内を巡回するバスの検討

【通園・通学者の移動上の課題】

⑰小学生の徒歩圏外通学者の移動手段確保

⑱家族に依存した車での送迎環境の改善

⑲冬期における通学の安全性確保

⑳通学時の鉄道を活用した移動利便性向上の検討

㉑新たな公共交通による通園・通学移動交通手段確保の検討

【観光客の移動上の課題】

㉒観光客が年間を通じて利用できる公共交通網体系の確立 ④外国人観光客

㉓観光客にわかりやすいバス路線形態、情報提供、料金体系の検討

㉔外国人と日本人が共存できる公共交通の検討

㉕外国人の滞在スタイルに合わせた公共交通の検討

㉖観光需要の分散に寄与する公共交通の検討

㉗施設別観光入込数や公共交通利用者数等の一元的な管理及び情報提供

【上位、関連計画からの課題】

㉘広域交流軸であるJR大糸線の存続と機能強化

㉙白馬駅、神城駅、信濃森上駅などの拠点へのアクセス強化 ⑤まちづくり

㉚白馬駅と八方地区、みそら野地区を結ぶ地区内の移動円滑化

㉛魅力的な観光の街となるような公共交通の確保、案内誘導の充実

㉜集落や里山を存続するための公共交通の確保

㉝村内観光拠点、交流拠点を周遊する公共交通の再検討

【対象者別の公共交通に関する課題の整理】

村
　
民

・鉄道駅を交通結節点としたわかりやすい公共交通網の形成
・村内観光拠点、交流拠点を周遊する公共交通の検討
・白馬駅と八方地区、みそら野地区を結ぶ地区内移動の円滑化

観光シーズン

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら

の
課
題

【調査分析による問題点・課題】

都
市
概
況
か
ら
の
課
題

移
動
の
ニ
ー

ズ
か
ら
の
課
題

50歳未満の移動制約者
・車を持っていない或いは運転できない移動制約者の移動手段の確保
・中山間地の集落に居住する50歳未満の移動制約者の移動手段の確保

50歳以上の高齢者等
・高齢化により免許を自主返納した後の移動手段の確保
・デマンド型乗合タクシーの休日、夕方の利用拡大

観
光
客

ま
ち
づ
く
り

それ以外の時期
・観光入込数の季節変動を分散化する年間を通じて利用できる公共交通の確保
・村内観光拠点、交流拠点を周遊する公共交通の検討
・利用者の移動を考慮した鉄道の運行及び乗換等の利便性向上

・わかりやすい公共交通による魅力的な観光地の形成
・広域交流軸であるJR大糸線の存続と機能強化
・白馬駅、神城駅、信濃森上駅などの拠点へのアクセス強化
・若者の移住や定住を促進するための交通環境の改善
・村の基幹産業である観光産業の競争力強化と安定化
・公共交通全体のサービス水準向上と村民負担の検討

昼間

夜間

・外国人の滞在スタイルに合わせた公共交通網の検討
・複数の観光地を周遊連絡するバスの重複、複雑な路線形態の見直し
・外国人観光客にわかりやすい案内情報提供手段の検討

・外国人の滞在スタイルに合わせた公共交通網の検討
・外国人と日本人が共存できる公共交通の検討
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野平集落

青鬼集落

通集落

内山集落 三日市場集

落 堀之内集

落

嶺方集落

蕨平集落

大出集落

立の間集落

さのさかスキー場

Hakuba47スキー場

白馬五竜スキー場
白馬八方尾根スキー場

白馬岩岳スキー場

南神城駅

神城駅

飯森駅

白馬駅

信濃森上駅

（落倉）

（白馬岩岳）

（和田野）

（みそら野） （八方）

（どんぐり）

（白馬五竜）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

白馬村の現況交通体系と課題 

中山間地の移動制約

者の移動手段の確保 

白馬南小 

白馬北小 

白馬中 

白馬高校 

冬夏のピーク期間に

しかシャトルバスが

運行しない 

居住地区の移動制約

者の移動手段の確保 

徒歩圏外通学

生徒の支援 

徒歩圏外通学

生徒の支援 

観光客にわかりにくい

シャトルバスの運行 

北部ゾーン 

北東部ゾーン 

中央ゾーン 
神城西ゾーン 

神城東ゾーン 

凡例 
鉄道 （ JR 大糸線 ） 
バス （高速・特急バス、路線バス） 
デマンド型乗合タクシー（主要な経路） 
シャトルバス（花三昧バス）夏期昼間 
シャトルバス（ハクババレー）冬期昼間 
シャトルバス （ ナイトシャトル ） 冬期夜間 
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第 5 章 地域公共交通網形成計画の基本方針 

 １．公共交通が取り組む内容 

公共交通の課題を踏まえ、地域公共交通総合連携計画で実施してきた施策等を加味しながら今後対象とすべき公共交通とそれが取り組む内容を整理すると次のとおりである。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育園
幼稚園

●保育園児送迎乗合タクシーを運行
（平成21年4月～平成30年3月）
・運行日：通常保育日
・運賃：往復3,000円/月、臨時100円/回
・利用園児の減少から廃止された
・白馬幼稚園は、園で送迎バスを運行中

白馬村

・送迎対象がいなくなったため、廃止されたが、今後利用希望が
増えた場合には再検討する。
・幼稚園は送迎バスを運行しており、継続が望まれる。

白馬村
白馬幼稚園

小中学校
高校

●スクールバス等は運行していない。
・基本的に各家庭がそれぞれの都合に合わせて対
応している状況にある。

―

・徒歩・自転車の遠距離通学者は冬期の積雪時に自転車通学が困
難になったり、鳥獣出没等により通学路の安全性が阻害される場
合もある。
・そのような理由から負担を感じながら家族が自家用車による送
迎を行っているが、路線バスを活用してこのような家族の負担を
軽減していく。

バス事業者
タクシー事業者

白馬村

大人 50歳未満

●JR大糸線や特急バス、路線バスなどを利用する
ことが可能である。
・駅やバス停の徒歩圏・自転車圏から離れた地域
の公共の移動手段はない。

鉄道事業者
バス事業者

・鉄道や路線バスの存続を支援しながら、自動車運転免許を持た
ない人や自動車の利用ができない移動制約者等のための移動手段
を確保していく。

鉄道事業者
バス事業者

白馬村

●50歳以上が利用できるデマンド型乗合タクシー
がある。
・50歳以上の者、妊娠中の者等
・利用時間：平日の8：15～16：00
・利用料金：1乗車300円
●免許自主返納時にデマンド型乗合タクシー利用
券33枚（回数券3冊）を交付

白馬村

・鉄道や路線バスの存続を支援するとともに、デマンド型乗合タ
クシーについては、利用者の総合的な満足度は年代が上がるにつ
れて満足度は高く、村内を自由に移動できる交通手段として今後
も事業を継続する。

鉄道事業者
バス事業者

白馬村

●白馬村社会福祉協議会が福祉輸送サービスを実
施している。
・運行日時：月～金曜日、8：30～17：00
・利用料金：村内（500円/回）、村外（左記に
30円/ｋｍを加算）

白馬村
・公共交通機関を単独で利用困難な人の移動手段として今後も継
続する。

白馬村

観光
シーズン

●白馬村観光局が「花三昧バス」を運行してい
る。
・運行期間：7月～8月
料金：大人1,000円、小人500円（1日フリー）
●アルペンライナーが運行している。
・運行期間：6月～10月の土日・祝日
　　　　　（7/7～8/26は毎日）
●冬期は外国人に記述したシャトルバスが一般観
光客にも利用可能である。

白馬村
バス事業者

・鉄道や特急バスとの連携を強化するため、駅やバスターミナル
から通年利用可能な二次交通手段を確保
・シャトルバスは、外国人利用と国内観光客が共存できる対応を
検討

鉄道事業者
バス事業者
観光事業者

白馬村

それ以外
●既存のJR大糸線、路線バス（栂池線、八方線、
猿倉線）、特急バス（長野方面）、高速バス（新
宿方面）などがある。

鉄道事業者
バス事業者

・駅やバスターミナルから通年利用可能な二次交通手段を確保
バス事業者
観光事業者

白馬村

昼間

●3種類のシャトルバスが白馬駅、神城駅、白馬
八方バスターミナル等を経由し、スキー場を連絡
するシャトルバスを運行している。
・運行期間：12月～3月（一部2月）
・料金：2社は無料、1社は500円

観光事業者
・外国人は滞在期間が長く、他の町のスキー場や観光地を訪れる
人も多い。
・このような需要に見合った便利でわかりやすい交通手段を確保

バス事業者
観光事業者

白馬村

夜間

●白馬村観光局が「ナイトシャトルバス」を運行
している。
・運行期間：12月～2月
・料金：300円/回、未就学児童無料

白馬村
・外国人観光客は泊食分離で外食することが多く、外国人観光需
要を今後も確保するため事業を継続

白馬村

実施主体実施主体 公共交通が取り組む内容

村
民

通園・通学

高齢者

福祉支援

対象者別の公共交通に関する課題

観
光
客

国内
観光客

外国人
観光客

対象者 これまでの対応

・わかりやすい公共交通による魅力的な観光地の形成
・広域交流軸であるJR大糸線の存続と機能強化
・白馬駅、神城駅、信濃森上駅などの拠点へのアクセス強化
・若者の移住や定住を促進するための交通環境の改善
・村の基幹産業である観光産業の競争力強化と安定化
・公共交通全体のサービス水準向上と村民負担の検討

・今後の村のまちづくりを検討していく中で検討課題として考えていく

・家族の自動車による送迎負担の軽減

・徒歩圏外からの通学児童の移動手段の確保

・冬期の積雪時における自転車や徒歩による通学生徒の移動手段の確保

・家族の自動車による送迎負担を軽減する移動手段の確保

・年齢にかかわらず移動困難になった時の移動手段の確保

・鉄道駅を交通結節点としたわかりやすい公共交通網の形成
・村内観光拠点、交流拠点を周遊する公共交通の検討
・白馬駅と八方地区、みそら野地区を結ぶ地区内移動の円滑化

・車を持っていない或いは運転できない移動制約者の移動手段の確保
・中山間地の集落に居住する50歳未満の移動制約者の移動手段の確保

・高齢化により免許を自主返納した後の移動手段の確保
・デマンド型乗合タクシーの休日、夕方の利用拡大

・観光入込数の季節変動を分散化する年間を通じて利用できる公共交通の確保
・村内観光拠点、交流拠点を周遊する公共交通の検討
・利用者の移動を考慮した鉄道の運行及び乗換等の利便性向上

・外国人の滞在スタイルに合わせた公共交通網の検討
・複数の観光地を周遊連絡するバスの重複、複雑な路線形態の見直し
・外国人観光客にわかりやすい案内情報提供手段の検討

・外国人の滞在スタイルに合わせた公共交通網の検討
・外国人と日本人が共存できる公共交通の検討
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 ２．計画の区域と目標期間 

 （１）計画の区域 

 白馬村の地域公共交通網形成計画の対象区域は、JR 大糸線、路線バス（猿倉線、八

方線、栂池線）、高速バス（白馬～新宿線）、特急バス（長野～白馬）、デマンド型乗合

タクシー、一般タクシーの連携を図るため、それらが立地する白馬村全域とします。 

 また、鉄道およびバスについては、隣接市町村との関係が深いため、広域的な視点か

ら整合性や連携について調整を進めていきます。 

 

 （２）計画の目標 

 計画期間は、第 5 次白馬村総合後期計画の計画期間と整合を図り、平成 31 年度か

ら平成３６年度までの６年間とします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特急バス
路線バス
ｱﾙﾍﾟﾝﾗｲﾅｰ
ﾅｲﾄｼｬﾄﾙ
ﾊｸﾊﾞﾊﾞﾚｰｼｬﾄﾙ
花三昧バス

路線凡例
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 ３．基本方針の設定 

（１）将来交通体系の基本方針 

 地域公共交通総合連携計画において掲げた基本方針を基本的に踏襲し、第 5 次白馬

村総合計画の基本理念も踏まえながら、実施したアンケート結果や白馬村観光地経営計

画等を参考に次のように設定します。 

  

 【基本理念】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【基本方針】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

次の４つの視点を今後の地域公共交通網の基本的な方針とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流を促進し快適で安らぎのある豊かな 
生活環境を支える公共交通の実現 

村民、高齢者、こども、障害のある人、自動車を利用できない健常者、

外国人、観光客など様々な人が活動している 

どの立場の人にとっても使いやすい多様な公共交通手段を整備するこ

とにより、これらの人々の交流を促進し、成長する村をつくっていく 

基本方針1 誰もが自動車に頼らず安心して暮らせる公共交通網の拡充

基本方針2 子供や家族が安心して負担のない暮らしを支える公共交通の確保

基本方針3 外国人を含めた観光客がいつでも快適に移動できる公共交通網の確保

基本方針4 村民との協働による柔軟で持続可能な公共交通網の形成
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■基本方針 1 誰もが自動車に頼らず安心して暮らせる公共交通網の拡充 

 

 

 

 

 

 

 

■基本方針 2 子供や家族が安心して負担のない暮らしを支える公共交通の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基本方針 3 外国人を含めた観光客がいつでも快適に移動できる公共交通網の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基本方針 4 村民との協働による柔軟で持続可能な公共交通網の形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・観光産業は、本村の地域経済を支える基幹産業であり、白馬村総合戦略の中でも、

季節変動の分散化や増加傾向にある外国人旅行者の滞在スタイルに合わせた対応が

課題となっています。 

・観光局や民間事業者が主要観光施設を巡回するシャトルバスを運行していますが、

スキーシーズンや夏の一時期への観光需要の集中や、重複して利用者にわかりにく

い路線を改善していくことで、国内観光客や外国人観光客がいつでも快適に移動で

きる公共交通の確保を目指します。 

 

 

・村民アンケートによると、高齢者等の移動制約者以外にも、運転免許を持たない移

動制約者の日常生活における移動の確保が課題となっています。 

・高齢者はもとより、もともと免許を持たない方や障がい等で運転できなくなった時

に、外出機会を減らすことなく、村内を安心して移動できるように、運行中のデマ

ンド型乗合タクシーを基本に公共交通網の拡充を目指します。 

・通学に関するアンケートによると、小中学校の通学者のうち 30％前後が家族の自

動車による送迎となっており、特に母親の送迎が 70％前後を占めています。負担

に感じている割合も 70％前後あり、この負担感を改善していくことが課題となっ

ています。 

・本村では宿泊業や飲食・サービス業に従事されている方が多いため、朝夕多忙な方

も多く、また女性の社会進出を促進するためにも、家族に頼らなくても安心して通

学できる公共交通の確保を目指します。 

・観光客の減少と外国人スキー客の増加、年少人口の減少と高齢者の増加など本村を

取り巻く環境の変化が著しくなっています。 

・公共交通網の整備においても、このような社会環境の変化に対応し、効率的で最小

限の負担で効果が発揮できる施策が求められており、行政と村民、事業者が参加で

きる協議の場を設けて充実を図ることを目指します。 
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白馬村地域公共交通網形成計画における基本方針体系図 

 

 

 

 

【基本方針】                  【計画目標】                     【具体的な施策】                【該当ゾーン】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・デマンド型乗合タクシーの利便性向上 

⑥積雪時等の相乗りタクシーの検討 

④デマンド型乗合タクシーの運行日、運行時間等の見直し 

①誰もが自動車に頼らず安心して暮

らせる公共交通網の拡充 

③デマンド型乗合タクシーの利用条件の見直しの検討 

・既存公共交通網のネットワーク向上 

・移動制約者以外の公共交通手段の確保 

・通年型観光を支援する公共交通の検討 

①駅等の乗り継ぎ拠点の整備 

②広域交通軸の運行本数、ダイヤ等の見直し 

③外国人を含めた観光客がいつでも

快適に移動できる公共交通網の確保 

⑦シャトルバスの通年営業可能性の検討 

全域 

北部、中央、神城西 

北部、中央、神城東 

北部、中央、神城西 

北部、中央、神城西 

全域 

全域 

②子供や家族が安心して負担のない

暮らしを支える公共交通の確保 
・通学用公共交通手段の確保 ⑤既存路線バス等の活用の検討 

【基本理念】 交流を促進し快適で安らぎのある豊かな生活環境を支える公共交通の実現 

⑧観光・生活交通としてのシャトルバス統合運行の検討 

⑩わかりやすいシャトルバス等への配色等の検討 

⑪わかりやすい公共交通案内情報提供の検討 

・誰もがわかりやすい案内情報の提供 

・村民との協働機会の創出 

⑬公共交通利用促進キャンペーンの実施 

⑨自転車利用者に優しい環境整備の検討 

⑤村民との協働による柔軟で持続可

能な公共交通網の形成 
⑫地域公共交通会議の拡充 

北部、中央、神城西 

中央 

全域 

全域 

全域 

北部、中央、神城西 
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第６章 地域公共交通に関する事業計画の検討 

 １．重点的に取り組むべき施策 

■基本方針・計画目標・施策 

基本方針 計画目標 具体的な施策 

Ａ．誰もが車に頼らず安心

して暮らせる移動手段の確

保 

・既存公共交通網のネット

ワーク向上 

①駅等の乗り継ぎ拠点の整

備 

②運行本数、ダイヤ等の見

直し 

・移動制約者以外の公共交通

手段の確保 

③デマンド型乗合タクシー

の利用条件の見直しの検討 

・デマンド型乗合タクシーの

利便性向上 

④デマンド型乗合タクシー

の運行日、運行時間等の見直

し 

Ｂ．子供や家族が安心して負

担のない暮らしを支える公

共交通の確保 

・通学用公共交通手段の確保 ⑤既存路線バス等の活用の

検討 

⑥積雪時等の相乗りタクシ

ーの検討 

Ｃ．外国人を含めた観光客が

いつでも快適に移動できる

公共交通網の確保 

・通年型観光を支援する公共

交通の検討 

⑦シャトルバスの通年営業

可能性の検討 

⑧観光・生活交通としてのシ

ャトルバス統合運行の検討 

⑨自転車利用者に優しい環

境整備の検討 

・誰もがわかりやすい案内情

報の提供 

⑩わかりやすいシャトルバ

ス等への配色等の検討 

⑪わかりやすい公共交通案

内情報提供の検討 

Ｄ．村民との協働による柔

軟で持続可能な公共交通網

の形成 

・村民との協働機会の創出 ⑫地域公共交通会議の拡充 

⑬公共交通利用促進キャン

ペーンの実施 
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  Ａ．誰もが車に頼らず安心して暮らせる移動手段の確保 

  １）既存公共交通網のネットワーク向上 

  ①駅等の乗り継ぎ拠点の整備 

■施策の概要 

 概要 

目  的 駅やバスターミナルなど、複数の交通手段を乗り換える場所におい

て、快適に待ち時間を過ごせ、乗り継ぎ案内等の情報提供等の環境も

整備することにより、高齢者や障害者、ベビーカー利用者などが安全

で安心して公共交通を利用できることを目的とします。 

事業内容 《鉄道駅》 

 白馬駅、神城駅、信濃森上駅は、各地域の玄関口となる駅であり、

白馬駅は最も多くの国内外の来訪者が行き来し、神城駅と信濃森上駅

は、それぞれが隣接する白馬岩岳、白馬五竜の観光地や周辺集落を結

ぶ拠点となっています。 

 白馬駅：待合室や足湯等が整備されていますが、村外へ出かける村

民や村外から来訪する外国人を含めた利用者の規模に見合った施設規

模の確保、誰にでもわかりやすい二次交通の乗車位置・発車時刻や周

辺観光施設の案内情報等の提供に取り組みます。 

 神城駅：駅から白馬五竜方面への二次交通情報の提供、特に初めて

訪れる人にわかりやすい情報提供窓口の拡充に取り組みます。 

 信濃森上駅：近隣に岩岳新田バス停があり、路線バスへの乗り換え

が可能である。駅から 500ｍ離れているため、案内情報等の充実を図

ります。 

《路線バスのバスターミナル》 

 白馬八方バスターミナルは、周辺に宿泊施設が集積し、路線バスや

特急バスのターミナル機能を果たしています。冬期には外国人の利用

も多く、快適な待合スペースの確保、わかりやすい情報提供に取り組

みます。 

 また、駅及びバスターミナルについては、バリアフリー化を目指し

ます。 

対象者 村民、観光客 

時期 通年 

実施主体 鉄道事業者、バス事業者、白馬村 
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  ②広域交通軸の運行本数、ダイヤ等の見直し 

■施策の概要 

 概要 

目  的 広域交通軸である鉄道やバス利用者の利便性向上、観光利用者数の

増加を目的とします。 

事業内容  JR 大糸線、路線バス、特急バス、高速バスは、白馬村への広域的な

交通軸となっており、宿泊者アンケートによると特に冬期には宿泊者

の 4 割がこれらを利用しています。 

 村民アンケートによると、鉄道、特急バス、高速バスについては、「運

行本数の増加」を改善点に挙げる人が多く、路線バス、特急バスでは、

「運行時間の見直し」が多くなっています。 

 村も施策として利用促進を図りながら、通年的には通勤・通学時間

帯の運行本数、夏期や冬期のハイシーズンには特急電車やバスの増便

などを事業者に要望していきます。 

□村民アンケート 

 ・改善点上位 3 位 

 

 

 

 

 

 

 

□各駅の時刻表（平日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象者 村民、観光客 

時期 通年 

実施主体 鉄道事業者、バス事業者、白馬村 

 

上り 下り 上り 下り 上り 下り 上り 下り 上り 下り
5 34
6 07 53 00 11 57 56 15 47 18 44 21 39
7 43 04 46 01 50 56 04 53 53 07 57 47
8 00
9

10 20 24 28 31 35 56
11 11 08 28 03 00 47
12 22 26 28 30 33 58 36 54
13 09 06 01
14 37 53 58
15 44 53 37 49 49 53 45 56 42 36
16 35 39 43 46 00 49
17 22 18 14 11 07
18 10 31 14 28 18 24 21 21 25 13
19 21 44 25 41 28 37 34 34 37 30
20 45 55 52 52 56 47 59 45 41
21 41 45 50 02
22 46 42 38 35 31

白馬駅 飯森駅 神城駅 南神城駅
時刻

赤字：特急　青地：快速

斜体は運転日注意

信濃森上駅

544

253

182

314

211

154

118

81

34

138

109

75

0 100 200 300 400 500 600 700 800

運行本数の増加

乗継の改善

特急・快速の増便

運賃の見直し

運行本数の見直し

運行時間の見直し

運行時間の見直し

路線の拡充

駅周辺の駐車場・駐輪場整備

運行本数の増加

運賃の見直し

駅周辺の駐車場・駐輪場整備

鉄
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改善点上位3位
（人）
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  ２）移動制約者以外の公共交通手段の確保 

  ③デマンド型乗合タクシーの利用条件の見直しの検討 

■施策の概要 

 概要 

目  的 現在のデマンド型乗合タクシー利用対象者に該当しないが、運転免

許を持たない人や自動車を利用できない人で移動が制約される人への

利用条件の見直しの検討を目的とします。 

事業内容  現在、デマンド型乗合タクシーの利用対象者は、次のようになって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鉄道や路線バスから離れ、自動車を利用できない 50 歳未満の人は

上記に該当する場合を除き、移動が制約され不便を感じています。 

 50 歳未満であっても、自動車を利用できない環境にある人につい

て、デマンド型乗合タクシーが利用できるような環境の見直しを検討

します。 

 

 

 

対象者 村民 

時期 通年 

実施主体 タクシー事業者、白馬村 

 

 
 
 

白馬村に住所を有する者で、次の項目のいずれかに該当し、自分で

（付添人の力を借りて）乗降できる者で、利用にあたっては事前の

登録を必要とする。 

   イ 50 歳以上の者  ロ 妊娠中の者 

   ハ 母子及び父子並びに寡婦福祉法に規定する母子家庭等 

   ニ 生活保護法の規定に基づく被保護者世帯 

   ホ 身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳

を所持 

   ヘ 障害基礎年金等の受給者 

   ト 介護保険法に規定する要介護認定者及び要支援認定者 

   チ 前イからトの利用者に付添う者 
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  ３）デマンド型乗合タクシーの利便性向上 

  ④デマンド型乗合タクシーの運行日、運行時間等の見直し 

■施策の概要 

 概要 

目  的 デマンド型乗合タクシーは 70 歳代、80 歳代を中心に高齢者の通院

や買物などの重要な足となっており、高齢者の外出機会の創出に寄与し

ています。利用者の要望を踏まえ、さらなる利用の促進を目的とします。 

事業内容  デマンド型乗合タクシー利用者アンケートによると、利用者からは土

日等の運行日の変更や最終便の時刻変更等が望まれています。 

 デマンド型乗合タクシーの収支状況やタクシー事業者の運行体制を

勘案しながら、最適化に向けた検討を進めていきます。 

 

□デマンド型乗合タクシー利用者アンケート 

・運行内容の評価 

 運行日、最終時刻に 

 悪い評価 

 

 

 

 

・最終便の運行時刻 

 34.7％がもっと遅く 

 

 

 

・土日・祝日の運行 

 51.8％が利用する 

 

 

 

対象者 村民 

時期 通年 

実施主体 タクシー事業者、白馬村 

 
 
 

12.4%

1.1%

6.6%

2.0%

7.8%

6.8%

35.2%

15.8%

36.5%

26.3%

39.0%

30.5%

38.6%

30.5%

39.6%

32.3%

37.1%

37.4%

10.0%

37.4%

12.7%

28.8%

13.7%

21.1%

3.8%

15.3%

4.6%

10.6%

2.4%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

予約時間

運行日

始発時刻

最終時刻

利用料金

運行便数

主な運行内容に対する評価

とても良い 良い 普通 悪い とても悪い

42.9% 34.7% 22.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

最終便

の運行時刻

（16：00）

最終便の運行時刻に対する評価

今のままで良い もっと遅い方が良い 無回答

51.8% 25.4% 22.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土日・祝日の利用

運行曜日に対する評価

利用する 利用しない 無回答
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  Ｂ．子供や家族が安心して負担のない暮らしを支える公共交通の確保 

  １）通学用公共交通手段の確保 

  ⑤既存路線バス等の活用の検討 

■施策の概要 

 概要 

目  的 遠距離徒歩・自転車通学や家族の自動車による送迎等が多数ある中

で、既存路線バス等を活用することにより、安全に通学できることを

目的とします。 

事業内容  北部地域においては、既存の路線バスが白馬駅や白馬八方バスター

ミナルを経由して運行しており、通学時間帯に利用可能な便について

学校近くまで乗車できるように検討を進めます。 

 また、冬期には複数のシャトルバスが運行しており、平日の比較的

閑散期において通学に利用できるように検討を進めます。 

 なお、この場合、通学用に割引額で乗車できるような料金体系につ

いても検討を進めます。 

□通園・通学者アンケート 

・交通手段 

 家族の送迎が目立つ 

 

 

 

 

 

 

・車での送迎に対する意識 

 小中学校で 6 割以上が負担 

 に感じる 

 

 

 

 

※アンケートでは、遠距離通学者以外にも聞いているので負担の割合 

 が 6 割程度になっている。（遠距離通学者約 50 名全体の 1 割） 

対象者 小学生、中学生、高校生 

時期 通年 

実施主体 バス事業者、民間事業者、白馬村 

7.8%

13.4%

68.4%

61.5%

35.4%

29.8%

9.5%

7.5%

33.3%

39.5%

6.0%

3.5%

18.4%

0.3%

82.8%

73.1%

31.6%

37.7%

27.1%

11.0%

0.8%

0.7%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

しろうま保育園

白馬幼稚園

南小学校

北小学校

中学生

高校生

徒歩 自転車

送迎バス JR大糸線白馬駅から徒歩

JR大糸線白馬駅から自転車 自家用車（保護者の送迎）

その他

9.6%

2.1%

24.0%

17.0%

20.5%

29.8%

25.0%

44.0%

47.7%

48.7%

60.6%

72.9%

32.0%

35.2%

30.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

しろうま保育園

白馬幼稚園

南小学校

北小学校

中学生

非常に負担に感じている 負担に感じている

負担には感じていない
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  ⑥積雪時等の相乗りタクシーの検討 

■施策の概要 

 概要 

目  的 豪雪地帯の白馬村では、冬期に自転車通学が困難になったり、集落か

らの移動が危険な状況があり、このような時期における通学を助けるこ

とを目的とします。 

事業内容  白馬村は、特別豪雪地帯に指定され、冬期に 1ｍを超える積雪があり

ます。積雪がある場合には自転車での通学は困難であり、また冬用タイ

ヤや雪道の運転に不慣れな家族が自動車で送迎することも大きな負担

になっています。 

 冬期の積雪期間は 12 月～3 月であり、この期間に限定して事前に要

望のある生徒に対し、相乗りタクシーを運行することを検討します。 

 この場合、現在運行中のデマンド型乗合タクシーの活用も含めて検討

します。 

 

□通園・通学者アンケート 

・車での送迎理由 

 小学生の 25％、中高生 

 の 30％が「冬期に雪が 

 積もって危険」 

 

 

 

 

 

 

 

対象者 小学生、中学生、高校生 

時期 冬期 

実施主体 タクシー事業者、白馬村 
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車の方が安全に通学できる 通園バスが不便なため

通学費用を負担しなくていい 冬季は雪が積もって危険なため

その他
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  Ｃ．外国人を含めた観光客がいつでも快適に移動できる公共交通網の確保 

  １）通年型観光を支援する公共交通の検討 

  ⑦シャトルバスの通年営業可能性の検討 

■施策の概要 

 概要 

目  的 白馬村を訪れる観光客が、自動車に頼らず村内の主要観光地を移動

できる交通手段として既存シャトルバスを活用し、今後の需要動向を

踏まえながら通年型観光の可能性を検討することを目的とします。 

事業内容  現在冬期には観光局や民間事業者がスキー場や主要駅、バスターミ

ナル等を経由するシャトルバスを運行しています。 

 また、夏のピーク時には観光局が「花三昧バス」を運行しています。 

 各スキー場周辺では、年間を通じた観光需要を確保するため、アク

ティビティ施設や新たな観光施設の整備を進めています。 

 これらの施設や観光地を結ぶシャトルバスについて、ＤＭＯ※今後の

需要動向を踏まえながら通年型運行の可能性を検討します。 

 その場合には、既存公共交通（鉄道、路線バス、特急バス等）との

乗り継ぎが円滑にできるような路線網、運行ダイヤを検討します。 

※官民などの幅広い連携によって地域観光を積極的に推進する法人組織 

 ＤＭＯ候補法人：白馬村観光局、HAKUBA VALLEY プロモーションボ

ード 

□夏期運行の花三昧バス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 運行白馬村観光局 

対象者 国内観光客、外国人観光客 

時期 通年 

実施主体 バス事業者、観光事業者、白馬村 
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  ⑧観光・生活交通としてのシャトルバス統合運行の検討 

■施策の概要 

 概要 

目  的 冬期に運行されている複数のシャトルバスの運行ルート、バス停、

料金等を統合することにより、外国人と国内観光客が共存し、快適に

移動できる公共交通を確保することを目的とします。 

事業内容  現在運行されているシャトルバスは、冬期に複数種類あり、運行目

的、運行ルート、利用料金等が異なっている上、同じようなルートを

通っているため、利用者にわかりにくくなっています。 

 運行事業者間の協力を得ながら、利用者の目的地や利用ルートを一

元化し、協働で運行することを検討します。 

 また、国土交通省が推進している「グリーンスローモビリティ」の

導入についても検討します。 

□外国人観光客が考えるもっとも優先度の高い課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  記述回答 

 

 

 

 

 

出典：冬期インバウンドアンケート調査（平成 28 年）白馬村 

 

対象者 国内観光客、外国人観光客 

時期 通年、冬期 

実施主体 バス事業者、観光事業者、白馬村 
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  ⑨自転車利用者に優しい環境整備の検討 

■施策の概要 

 概要 

目  的 世界水準のリゾート地として環境に十分配慮し、環境にやさしい自

転車が活用できる環境を整備することを目的とします。 

事業内容  自転車の環境にやさしい交通手段としての側面に注目し、国の自転

車活用推進計画を活用した走行環境の整備やサイクルトレインの拡大

等により、自転車を活用した観光地域づくりに取り組みます。 

 白馬村には約 10 か所のレンタサイクル店があり、周辺部への拡大

や乗り捨ての実施などを検討していきます。 

 八方、みそら野、和田野などの地域は、夏期の歩行者に心地よい空

間づくりのためカーフリーゾーンを推進していますが、駅からのアク

セス手段としても活用できるよう環境整備を進めていきます。 

 また、ＪＲ大糸線を利用したサイクルトレインの運行も検討します。 

□白馬村レンタサイクル 

 

 

 

 

 

 

出典：白馬村観光局 

 

□ＪＲ西日本が実施したＪＲ大糸線でのサイクルトレイン 

 

 

 

 

 

 

 2017 年 7 月 南小谷駅～糸魚川駅間 

出典：長野県観光部 

対象者 村民、国内観光客、外国人観光客 

時期 通年（冬期以外） 

実施主体 鉄道事業者、観光事業者、白馬村 
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  ２）誰もがわかりやすい案内情報の提供 

  ⑩わかりやすいシャトルバス等への配色等の検討 

■施策の概要 

 概要 

目  的 誰もが利用しやすい滞在環境を整備するため、ひと目でわかるシャト

ルバスの運行を目的とします。 

事業内容  紙媒体や web で提供する案内マップ等と連動して、運行経路別の色

分けや運行系統のナンバリングなど、ひと目で行き先がわかり、誰にで

も利用しやすいシャトルバスの運行を検討します。 

  

□車体のカラー化イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：鳥取県カラーユニバーサルデザインガイドブック 

 

□運行系統のナンバリング 

 

 

 

 

 

 

出典：乗合バスの運行系統のナンバリング等に関するガイドライン 

   平成 30 年 10 月 国土交通省 

対象者 村民、国内観光客、外国人観光客 

時期 通年 

実施主体 バス事業者、観光事業者、白馬村 
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  ⑪わかりやすい公共交通案内情報提供の検討 

■施策の概要 

 概要 

目  的 急増する海外からの来訪者も含め、誰もが安心して訪れ、自由に移動

できることを実現するため、誰にでもわかりやすい情報提供を目的とし

ます。 

事業内容  様々な施設や主体が個別に発信している村内の観光関連情報、公共交

通案内等について一元管理と定期的な更新を行い、最新の情報をわかり

やすく提供する体制、方法の検討を進めます。 

 居住地側で白馬村への旅行計画につながる情報、実際の旅行の手配に

必要となる情報、来訪地に現地で必要となる情報に、公共交通の利用に

関する情報を組みこむことを検討します。 

 紙媒体や web で提供する案内マップ等と連動して誰にもわかりやす

く、景観に配慮したデザインの標識類の統一も検討します。 

 外国人の利用にも配慮し、多言語表記も積極的に推進します。 

  

□公共交通マップ例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：中野市 HP 

対象者 村民、国内観光客、外国人観光客 

時期 通年 

実施主体 鉄道事業者、バス事業者、観光事業者、観光関連団体、白馬村 
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  Ｄ．村民との協働による柔軟で持続可能な公共交通網の形成 

  １）村民との協働機会の創出 

  ⑫地域公共交通会議の拡充 

■施策の概要 

 概要 

目  的 村民の日常的な課題である通学時の自動車による送迎の問題、50 歳

未満の移動制約者への移動手段の確保について、地域公共交通会議での

議論を補完し、ともに考える機会を創出することを目的とします。 

事業内容  本計画で対案する関連事業について、関係者が集まる機会（説明会、

懇談会等）を設け、その結果を形成計画の実施に反映していきます。 

□通学時の自動車による送迎の問題 

対象者：小中学校や高校の責任者、保護者など 

□50 歳未満の移動制約者への移動手段の確保 

 対象者：地区別の代表者 

 

対象者 村民、関連事業者、行政 

時期 通年 

実施主体 白馬村地域公共交通会議、白馬村 
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  ⑬公共交通利用促進キャンペーンの実施 

■施策の概要 

 概要 

目  的 公共交通を必要とする人に対してわかりやすく PR 活動や情報提供を

行い、公共交通を利用促進することを目的とします。 

事業内容  村民や観光客を対象に、イベントの開催やチラシ、マップ等の作成・

配布、乗合タクシーの乗り方教室などを行います。 

 ・免許返納者など移動制約者に対する優遇策の検討 

 ・公共交通の認知度の向上 

 ・公共交通サービス情報の提供 

 ・村民への乗合タクシーの乗り方や利用方法等の体験教室の実施 

 

□バス・電車ふれあいデーの実施例 

 ・水曜日用の「お得な回数券」 

  バス、鉄道 

 

 

 

 

 

出典：長野県企画振興部交通政策課 

 

□バスの乗り方教室実施例 

 ・相模原市牧野地区で実施 

  運動会のお昼休みに実施 

 

 

 

 

 

 

出典：相模原市牧野地区乗合タクシー利用促進協議会 

対象者 村民、観光客、村内企業、関連事業者、行政 

時期 通年 

実施主体 鉄道事業者、バス事業者、タクシー事業者、観光事業者、白馬村 
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■公共交通ネットワークのイメージ（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通集落 

さのさかスキー場 

Hakuba47 スキー場 

白馬五竜スキー場 

白馬八方尾根スキー場 

白馬岩岳スキー場 

南神城駅 

神城駅 

飯森駅 

白馬駅の 

中心市街地 

信濃森上駅 

内山集落 三日市場集落 

堀之内集落 

嶺方集落 

蕨平集落 

大出集落 

立の間集落 

観光の街 

（落倉） 

観光の街 

（白馬岩岳） 

観光の街 

（和田野） 

観光市街地 

（みそら野） 

観光市街地 

（八方） 

 沿道市街地 

沿道市街地 

沿道市街地 

沿道市街地 

観光の街 

（どんぐり） 

観光の街 

（白馬五竜） 

凡例 

広域交通軸の強化（鉄道） 

広域交通軸の強化（高速・特急バス、路線バス） 

デマンド型乗合タクシー（主要な経路） 

集落の里との連絡軸（デマンド型乗合タクシー） 

白馬駅と八方、みそら野地区の交流軸の強化 

神城駅、信濃森上駅との連携軸の強化 

市街地、観光の街の周遊軸の強化（シャトルバス） 

交通結節機能の強化（主要駅） 

村内居住地域 

野平集落 

青鬼集落 

北部ゾーン 

北東部ゾーン 

中央ゾーン 

神城西ゾーン 

神城東ゾーン 

既存シャトルバスの

通年運行・統合、路線

バス活用の検討 

白馬南小 

白馬北小 

白馬中 

白馬高校 
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 ２．計画の目標値 

■数値目標 

計画目標 事業 
成果指標 

資 料 
現状値 目標値 

（１）誰もが車に頼らず安心して暮らせる移動手段の確保   

１）既存公共交通網
のネットワーク向上 

①駅等の乗り継ぎ拠点の整備 ●公共交通利用者数（人/日） 神城駅、白馬駅の
乗車人数（Ｈ29）
の実績 

②運行本数、ダイヤ等の見直
し 

337 現状以上 

２）移動制約者以外
の公共交通手段の確
保 

③デマンド型乗合タクシーの
利用条件の見直し 

●利用者数（人/年） 
平成 29 年度延利
用者数 ３）デマンド型乗合

タクシーの利便性向
上 

④デマンド型乗合タクシーの
運行日、運行時間等の見直し 

6,898 8,100 

（２）子供や家族が安心して負担のない暮らしを支える公共交通の確保   

１）通学用公共交通
手段の確保 

⑤既存路線バス等の活用の検
討 

●自家用車での送迎人数
（人） 

通学者アンケート
（小中学生の自家
用車による送迎人
数） 

⑥積雪時等の相乗りタクシー
の検討 

155 現状軽減 

（３）外国人を含めた観光客がいつでも快適に移動できる公共交通網の確保   

１）通年型観光を支
援する公共交通の検
討 

⑦シャトルバスの通年営業の
検討 

●シャトルバス利用者数（人
/年） 

花三昧バス・ナイ
トシャトルバス(元
気号)（H29）の実
績 

⑧観光・生活交通としてのシ
ャトルバス統合運行の検討 

14,776(花三昧) 
10,180(元気号) 

現状以上 

⑨自転車利用者に優しい環境
整備の検討 

●白馬サイクルフェスタの
参加者数（人） 

白馬サイクルフェ
スタの参加者数 

(白馬五竜観光協会） 510 現状以上 

２）誰もがわかりや
すい案内情報の提供 

⑩わかりやすいシャトルバス
等への配色等の検討 ●解決すべき課題の中の「案

内表記」の割合（％） 
冬季インバウンド
アンケート調査
（H28-Ｈ29） 

⑪わかりやすい公共交通案内
情報提供の検討 10.0% 現状軽減 

（４）村民との協働による柔軟で持続可能な公共交通網の形成  

１）村民との協働機
会の創出 

⑫地域公共交通会議の拡充 
●会議の開催回数（回） 地域公共交通会議

の開催回数
（H30） 1 現状以上 

⑬公共交通利用促進キャンペ
ーンの実施 

●村民満足度(%) 村民アンケート
（公共交通別の満
足度（大変満足、
満足）の平均） 17.2 30.0 
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■数値目標の選定根拠 

（１）誰もが車に頼らず安心して暮らせる移動手段の確保 

１）既存公共交通網のネットワーク向上 

 ●公共交通利用者数 

 【選定理由】 

・広域交通軸である鉄道の利便性向上を目的としており、主要駅である白馬駅、神城駅の乗車

人数が増加することにより、その目的の達成度を把握するため 

 《根拠資料》 

 ・白馬駅と神城駅の合計乗車人数（ＪＲ東日本資料） 

 《目標値》 

 ・乗車人数は年々減少しており、それに歯止めをかける意味で現状以上とする 

 

２）移動制約者以外の公共交通手段の確保 

３）デマンド型乗合タクシーの利便性向上 

 ●デマンド型乗合タクシーの利用者数 

 【選定理由】 

・車を使用せずに移動できる方法の一つとしてデマンド型タクシーを導入しているが、利便性

を向上して利用者の利用範囲を広げることを目的としており、その結果が利用者数の増加に

反映されるため 

 《根拠資料》 

 ・最新のデマンド型タクシー利用者数（白馬村健康福祉課） 

 《目標値》 

 ・白馬村健康福祉課の設定している目標値 

 

（２）子供や家族が安心して負担のない暮らしを支える公共交通の確保 

１）通学用公共交通手段の確保 

 ●自家用車での送迎人数（人） 

 【選定理由】 

・家族の送迎の負担を軽減することを目的としており、計画策定にあたり実施した通学者アン

ケート結果の中で把握した小中学校の自家用車での送迎人数が減少することにより、その目

的の達成度を把握するため 

 《根拠資料》 

 ・通園・通学者アンケート 質問②（白馬村） 

4.自家用車での送迎（保護者の送迎）を回答した人数 

  小学校 114 人 

  中学校 41 人 

 《目標値》 

・家族の負担感を軽減するため、実際に送迎を行っている生徒を 1 人でも減らすことを目標と

して現状軽減とする 
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（３）外国人を含めた観光客がいつでも快適に移動できる公共交通網の確保 

１）通年型観光を支援する公共交通の検討 

 ⑦シャトルバスの通年営業の検討 

 ⑧観光・生活交通としてのシャトルバス統合運行の検討 

 ●シャトルバスの利用者数 

 【選定理由】 

・観光・生活交通としてシャトルバスの通年、統合運行を目的としているが、その結果が利用

者数の増加に反映されるため 

 《根拠資料》 

 ・最新のシャトルバス利用者数（白馬村観光局） 

 《目標値》 

 ・伸び悩んでいる利用者数を増加することを目指し現状以上とする 

 

 ⑨自転車利用者に優しい環境整備の検討 

 ●白馬サイクルフェスタの参加者数 

 【選定理由】 

・観光客の自転車利用の促進を目的としており、その一環として毎年開催するサイクルフェス

タの参加者実績を指標に反映させるため 

 《根拠資料》 

 ・白馬サイクルフェスタの参加者数（白馬五竜観光協会） 

 《目標値》 

 ・今年度参加者数（510 人）を超える数値とする 

 

２）誰もがわかりやすい案内情報の提供 

 ●アクセスのわかりやすさ 

 【選定理由】 

・特に増加している外国人観光客への案内情報のわかりやすさ向上を目的としており、外国人

観光客の印象を反映させるため 

 《根拠資料》 

 ・2016-2017 冬季インバウンド調査のアンケート結果（白馬村） 

  もっとも優先度の高い課題の中の「案内表記」の割合 

 《目標値》 

・アンケートで指摘された課題の中の「案内表記」に対する悪い印象を低下させる意味で現状

軽減とする 
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（４）村民との協働による柔軟で持続可能な公共交通網の形成 

 ⑫地域公共交通会議の拡充 

 ●地域公共交通会議の開催回数 

  

【選定理由】 

 ・地域公共交通を考える場の確保を目的としており、その議論の場である地域公共交通会議の

開催回数を反映させるため 

 《根拠資料》 

 ・会議議事録（白馬村） 

 《目標値》 

・村民を交えた活発な議論を行う場を増加する意味で、現状 1 回しか開催されていない会議を

現状以上に開催する 

 

⑬公共交通利用促進キャンペーンの実施 

 ●村民満足度 

 【選定理由】 

・村民が公共交通に親しみを持ち、日常の移動に公共交通の利用を促進することを目的として

おり、計画策定にあたり実施した村民アンケート結果の中で把握した公共交通に対する満足

度が向上することにより、その目的の達成度を把握するため 

 《根拠資料》 

 ・村民アンケート 問 3（白馬村） 

公共交通別の満足度について、1.大変満足、2.満足を加算した割合を平均した割合 

 《目標値》 

・現状の評価の低さを考慮し、少なくとも全体の 3 分の 1 が満足できるように 30.0％とする 
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３．交通手段別の展開策 

 ■交通手段別の展開方向と利用促進策 

交通手段 各交通手段の役割と展開方向 利用促進策 

鉄道 

・JR 大糸線 

・村外観光客に対する広域交通軸、並び

に村内の通勤・通学者の生活交通軸とし

ての役割を果たす。 

・二次交通の充実を図りながら存続を支

援していく。 

運行本数、ダイヤ等の見直し 

駅等の乗継拠点の整備 

利用促進キャンペーン実施 

高速バス 

・白馬～新宿間等 

特急バス 

・長野～白馬間 

・鉄道を補完する広域交通軸として村外

観光客を円滑に運ぶ役割を果たす。 

・観光ピーク需要に対して利用者の利便

性の向上を図る。 

運行本数、ダイヤ等の見直し 

駅等の乗継拠点の整備 

利用促進キャンペーン実施 

路線バス 

・八方、栂池線 

・猿倉線 

・広域交通軸の二次交通として主要観光

地とを結ぶ役割を果たす。 

・観光ピーク需要に対して利用者の利便

性の向上を図る。 

運行本数、ダイヤ等の見直し 

駅等の乗継拠点の整備 

利用促進キャンペーン実施 

その他のバス 

・花三昧バス 

・ナイトシャトル 

バス 

・通年型観光の支援、外国人のナイトラ

イフの充実を図る役割を果たす。 

・誰でも利用できる村内を循環するバス

として統合運行について検討を進める。 

運行本数、ダイヤ等の見直し 

利用促進キャンペーン実施 

統合運行の検討 

 

施設送迎バス 

・観光事業者運行 

 サービス 

 

・冬期を中心に村内観光拠点を連絡する

シャトルバスとしての役割を果たす。 

・運行事業者の協力を得ながら、利用者

の目的地や利用ルートを一元化し、協働

で運行することを検討する。 

外国人を含めわかりやすい案

内情報提供の検討 

運行ルート、バス停、料金等

の統合の検討 

デマンド型乗合 

タクシー 

・高齢者や免許を持たない移動制約者等

の移動を確保する役割を果たす。 

・利便性の向上を考えながら今後も事業

を継続する。 

運行日、運行時間等の見直し 

利用条件の見直し 

タクシー ・広域交通軸の二次交通として観光客及

び村民の移動を支える役割を果たす。 

・スキー客輸送への対応を継続するとと

もに、冬期積雪時等限定の相乗りタクシ

ーについて検討を進める。 

外国人を含めわかりやすい案

内情報提供の検討 

相乗りタクシーの検討 
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第７章 計画推進に向けた展開 

１．各主体の役割 

公共交通の維持及び改善は、交通事業者や行政だけでなく、村民（地域、企業、学校等）

の積極的な利用や協力が必要です。本計画は村民・交通事業者・村がそれぞれの役割を果たす

とともに、相互に連携し、推進していくものとします。 

白馬村地域公共交通会議は、地域の公共交通に関わる関係者が集まり、地域公共交通の維持

や改善に向けて協議する場であり、本計画の進捗を管理します。 

 

■各主体の役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

  ○自らの暮らしや地域を守るため、公共交通の
必要性を考え、問題意識を共有し課題解決
に向けた取り組みに参加し、地域公共交通の
維持確保に努める。 

○公共交通利用のマナー・ルールを遵守し、公
共交通の積極的な利用に努める。 

村
民 

白馬村地域公共交通会議 

○関係機関相互の調整・協議 
○公共交通施策の推進、事業の進捗管理 

○公共交通事業の取り組みに対し、中心的
な役割を担う。 

○公共交通に関する情報を提供し、意識啓
発の充実を目指す。 

○地域住民との合意形成、緊密な連携により
事業促進を図る。 

○国・県及び近隣市町村との協働により公共
交通の維持確保に努める。   

○安全・安心と安定・継続的な運行サービスを
提供する。 

○利用者ニーズに応じた利便性の向上や利用
拡大に向けた取り組みを実施する。 

○地域と連携して公共交通の取り組みに積極
的に参加し、専門的な知識を活かした協力・
支援を実施する。  

白
馬
村 

交
通
事
業
者 

協力・連携 

協力・連携 協力・連携 
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■検討体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施    策 鉄道 バス 
タク
シー 

索道 自転車 観光局 

① 駅等の乗り継ぎ拠点の整備 ○ ○ 
   

 

② 運行本数、ダイヤ等の見直し ○ ○ 
   

 

③ 
デマンド型乗合タクシーの利
用条件の見直し   

○ 
  

 

④ 
デマンド型乗合タクシーの運
行日、運行時間等の見直し   

○ 
  

 

⑤ 
既存路線バス等への活用の検
討  

○ 
   

 

⑥ 
積雪時等の相乗りタクシーの
検討   

○ 
  

 

⑦ 
シャトルバスの通年営業の検
討  

○ 
 

○ 
 

○ 

⑧ 
観光・生活交通としてのシャ
トルバス統合運行の検討  

○ 
 

○ 
 

○ 

⑨ 
自転車利用者に優しい環境整
備の検討     

○ ○ 

⑩ 
わかりやすいシャトルバス等
への配色等の検討  

○ 
 

○ 
 

○ 

⑪ 
わかりやすい公共交通案内情
報提供の検討 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

⑫ 地域公共交通会議の拡充 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

⑬ 
公共交通利用促進キャンペー
ンの実施 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

  

白 馬 村 地 域 公 共 交 通 会 議  

白  馬  村 

村    民  

鉄 道 

事 業 者 

バ ス 

事 業 者 
タ ク シ ー 

事 業 者 

索 道 

事 業 者 

自 転 車 

事 業 者 
観 光 局 
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２．事業の管理体制 

利用状況やニーズの把握等については、白馬村・白馬村地域公共交通会議が主体となって、定

期的な点検・評価を実施し、新たな課題との抽出と改善を実施していきます。このため、ＰＤＣ

Ａ（計画・実行・評価・改善）サイクルを実施する体制を構築し、計画的に取り組むとともに、

計画期間の中間時期において事業・目標指標の評価・見直しを行い、事業を効果的・効率的に進

めていきます。また、ＰＤＣＡの各段階における計画内容や運行実績、評価結果等の情報を広く

開示し、地域住民や利用者並びに事業者の意見を取り入れていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（計画） 

（実施） 

(見直し 
・改善) 

(点検 
・評価) 

lan 

O 

heck 

ction 

・課題整理、ニーズの把握 
・基本方針、計画策定 
・目標、評価基準の設定 

・計画に基づく施策・事
業の実施 

・実績データの収集  

・施策、事業の点検 
・目標達成状況の確認、
評価 

・課題への対応 
・取り組みの見直し・改
善方策の検討 

  
  

公共交通 
マネジメント 

三位一体の協力体制でＰＤＣＡによる事業管理を実施 

村民 白馬村 交通 
事業者 
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３．事業スケジュールの設定 

 

 事業 実施主体 
短期（計画年度 H３１年〜H37 年） 

中長期 
 

① 駅等の乗り継ぎ拠点の整備 
白馬村、Ｊ
Ｒ、バス事業
者 

       

② 運行本数、ダイヤ等の見直し 
白馬村、Ｊ
Ｒ、バス事業
者 

       

③ 
デマンド型乗合タクシーの利用条件
の見直し 

白馬村、タク
シー事業者 

       

④ 
デマンド型乗合タクシーの運行日、運
行時間等の見直し 

白馬村、タク
シー事業者 

       

⑤ 既存路線バス等への混乗の検討 
白馬村、バス
事業者 

       

⑥ 積雪時等の相乗りタクシーの検討 
白馬村、タク
シー事業者 

       

⑦ シャトルバスの通年営業の検討 
白馬村、バス
事業者、索道
事業者 

       

⑧ 
観光・生活交通としてのシャトルバス
統合運行の検討 

白馬村、バス
事業者、索道
事業者 

       

⑨ 
自転車利用者に優しい環境整備の検
討 

白馬村 
       

⑩ 
わかりやすいシャトルバス等への配
色等の検討 

白馬村、バス
事業者、索道
事業者 

       

⑪ 
わかりやすい公共交通案内情報提供
の検討 

白馬村、各交
通事業者 

       

⑫ 地域公共交通会議の拡充 白馬村 
       

⑬ 
公共交通利用促進キャンペーンの実
施 

白馬村、各交
通事業者 

       

 

 

 

検討 計画・実施 

検討 計画・実施 

検討・計画 実施 

検討・計画 実施 

検討 計画・実施 

検討 計画・実施 

検討 計画・実施 

検討 計画・実施 

H32 H33 H34 H35 H36 

検 討 ・ 計 画 ・ 実 施  

 

検討 計画・実施 

実施 

検討 

検討 計画・実施 

計画・実施 


